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一一一国呉・東晋・宋・斉・梁・陳六朝の首都建康（呉では
建
業
、
現
江
蘇
省
南
京
市
）
と
三
国
魏
・
晋
・
北
魏
三
朝
の
首
都
洛
陽
（
現
河
南
省
洛
陽
市
）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
防
衛
の
中
心
と
な
る
施
設
が
存
在
す
る
。
建
康
の
施
設
を
石
頭
城
、
洛
陽
の
施
設
を
金
塘
城
と
い
う
。
両
者
は
と
も
に
大
城
に
隣
接
し
て
設
け
ら
れ
て
お
り
、
都
市
平
面
プ
ラ
ン
上
極
め
て
類
似
し
た
形
態
を
も
つ
。
ま
た
、
ほ
ぼ
同
時期に築造され（石頭城は呉の孫権〈位一一一一二～一一五
（１）
二〉、金塘城は魏の明帝〈位一一一一六～一一一一一九〉）、建康・洛
陽
と
い
う
都
市
の
崩
壊
後
も
そ
れ
ぞ
れ
旧
地
の
拠
点
（
州
廠
な
ど
）
（２）
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
類
似
点
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
類
似
性
を
有
す
る
石
頭
城
・
金
塘
城
と
い
う
防
衛
施
設
の
存
在
そ
の
も
の
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
一
号
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
境
域
ｌ
都
市
空
間
と
防
衛
構
想
に
触
れ
て
Ｉ
は
従
来
よ
り
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
機
能
性
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
都
市
は
時
間
軸
・
空
間
軸
に
お
い
て
絶
え
ず
変
化
を
遂
げ
る
生
き
物
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
人
々
が
住
み
、
生
活
を
営
み
、
盛
衰
を
繰
り
返
す
。
故
に
、
都
市
の
成
立
か
ら
消
滅
に
至
る
ま
で
の
時
間
軸
を
設
定
し
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
座
標
に
お
い
て
展
開
さ
れ
る
空
間
上
で
の
あ
り
方
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
の
移
り
変
わ
り
の
様
相
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
石
頭
城
・
金
塘
城
の
機
能
面
で
の
分
析
を
通
じ
、
政
治
環
境
・
自
然
環
境
の
大
き
く
異
な
る
建
康
と
洛
陽
と
い
う
二
つ
の
都
市
（
首
都
）
に
類
似
性
を
も
つ
防
衛
施
設
が
存
在
す
る
意
味
を
、
都
市
空
間
と
の
関
係
に
お
い
て
考
え
る
と
と
も
に
、
都
市
の
推
移
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
防
衛
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
康
、
洛
陽
と
い
う
歴
史
的
な
都
市
の
生
態
の
一
面
を
究
明
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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な
お
、
本
稿
に
い
う
大
城
と
は
、
内
城
（
宮
城
）
の
さ
ら
に
外
側
を
取
り
囲
む
堅
固
な
城
壁
（
洛
陽
の
場
合
は
周
約
三
○
里
、
建
康
の
（３）
場
ム
ロ
は
周
約
一
一
○
里
）
、
お
よ
び
そ
の
内
部
空
間
を
指
し
て
用
い
る
。
北
魏
の
洛
陽
城
で
は
、
大
城
の
外
側
に
さ
ら
に
外
郭
が
成
立
す
る
。
ま
た
都
市
と
い
う
表
現
に
つ
い
て
は
、
大
城
の
外
に
展
開
す
る
居
住
空
間
を
も
含
め
て
使
用
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
首
都
た
る
都
市
の
境
域
（
都
市
の
内
外
を
空
間
的
に
区
切
る
境
界
域
を
示
す
）
内
が
（４）
本稿で使用する都城である、
（
二
都
市
の
発
展
性
建
康
で
は
周
知
の
ご
と
く
大
城
の
外
に
居
住
区
や
商
業
区
が
展
開
し
、
多
く
の
官
署
も
ま
た
大
城
の
外
に
営
ま
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
故
に
市
街
地
が
大
城
の
外
に
成
立
し
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
と
い
う
議
論
は
、
決
し
て
多
い
と
は
い
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
建
康
の
都
市
プ
ラ
ン
（
時
間
的
、
空
間
的
な
都
市
構
造
）
を
考
え
る
上
に
、
こ
の
問
題
は
最
も
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
市
街
地
が
大
城
の
外
に
展
開
さ
れ
る
都
市
を
ど
の
よ
う
に
防
衛
す
る
の
か
と
い
う
課
題
が
、
石
頭
城
の
機
能
性
を
め
ぐ
る
問
題
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ま
ず
最
初
に
建
康
と
い
う
都
市
が
大
城
の
外
へ
展
開
・
拡
大
し
て
行
っ
た
要
因
を
考
え
て
お
き
た
い
。
一
、
建
康
の
時
代
的
推
移
と
防
衛
構
想
建
康
石
蚊
城
と
洛
陽
金
傭
城
（
端
沢
）
そ
の
考
察
の
方
法
と
し
て
は
、
都
市
の
生
態
を
と
ら
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
時
間
的
な
変
化
と
空
間
的
な
都
市
構
造
の
変
化
を
観
察
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
建
康
の
首
都
と
し
て
の
特
異
性
に
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
次
に
述
べ
る
よ
う
な
従
来
の
王
朝
の
首
都
に
は
み
ら
れ
な
い
特
異
な
点
を
、
建
康
が
数
多
く
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
都
市
全
体
を
囲
む
城
壁
が
存
在
し
な
い
。
建
康
の
市
街
化
地
域
は
多
く
の
離
門
を
設
け
、
（５）
これを空間的に結ぶことで都市の境域を一示しており、従来
の
中
国
の
都
市
が
堅
固
な
城
壁
に
よ
っ
て
都
市
全
域
を
囲
み
都
市
プ
ラ
ン
を
完
結
さ
せ
る
の
と
は
全
く
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
長
安
、
洛
陽
と
は
異
な
り
統
一
王
朝
の
首
都
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
点
、
貴
族
制
と
い
う
社
会
構
造
を
も
つ
都
市
で
あ
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
江
南
に
あ
る
と
い
う
自
然
環
境
と
地
域
性
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
首
都
と
し
て
の
特
異
性
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
康
と
い
う
都
市
の
生
態
の
一
面
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。
右
の
考
察
方
法
、
す
な
わ
ち
時
間
的
・
空
間
的
な
変
化
の
中
で
建
康
の
首
都
と
し
て
の
特
異
性
を
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
か
ら
導
き
出
し
た
大
城
外
へ
の
発
展
性
の
要
因
は
、
以
下
の
四
点
に
要
約
す
る
こ
と
が出来る。
（
１
）
呉
・
東
晋
と
も
に
一
将
軍
府
か
ら
発
生
し
た
と
い
う
発
生
=＝￣
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段
階
で
の
事
情
と
慢
性
的
財
政
難
の
問
題
。
当
初
創
ら
れ
た
呉
の
建
業
城
は
、
周
二
十
里
一
十
九
歩
で
士
（６）
惜
竹
擁
を
も
っ
て
築
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
長
沙
桓
王
（
孫
（７）
策
）
の
将
軍
故
府
を
基
礎
と
し
、
こ
れ
を
囲
ん
で
大
城
と
し
た
（８）
（９）
も
の
で
、
武
昌
宮
や
鄭
北
城
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
且
〈
発
足
時
と
し
て
は
妥
当
な
規
模
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
晋
の
司
馬
書
（元帝、位一一一一七～一一一一三）が安東将軍府をおいたの
〈Ⅲ）
も
且
〈
の
旧
基
の
上
で
あ
る
。
蘇
峻
の
乱
に
よ
っ
て
宮
城
は
焼
失
し
、
大
城
内
の
苑
城
の
地
に
新
築
・
移
転
さ
れ
る
が
、
財
政
的
（Ⅲ）
な
問
題
が
あ
っ
て
大
城
の
拡
張
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
諸
機
関
の
増
設
、
居
住
区
域
な
ど
は
当
然
大
城
外
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
２
）
｜
地
方
政
権
か
ら
王
朝
へ
の
成
長
と
都
市
化
の
加
速
。
王
朝
の
首
都
と
い
う
性
格
は
、
住
民
の
増
加
と
商
業
の
集
中
を
加
速
さ
せ
る
。
と
こ
ろ
が
”
主
弱
臣
強
〃
の
体
質
に
よ
り
統
治
機
構
内
に
諸
々
の
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
か
ら
、
大
城
内
の
整
備
は
遅
遅
と
し
て
進
ま
ず
、
市
街
化
地
域
の
発
展
、
展
開
の
ス
（旧）
ビ
ー
ド
の
方
が
勝
っ
て
い
た
。
大
城
の
外
側
に
一
日
一
成
立
し
た
広
域
な
市
街
地
を
整
理
し
て
長
安
・
洛
陽
規
模
の
大
城
を
築
く
こ
と
は
大
規
模
な
事
業
と
な
る
。
財
政
問
題
と
と
も
に
、
山
水
に
富
む
自
然
環
境
は
防
御
性
に
も
卓
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
大
法
政
史
学
鋪
五
十
一
号
城
の
大
規
模
な
拡
張
は
急
務
と
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
３
）
貴
族
制
社
会
の
堅
持
に
よ
り
政
権
の
虚
弱
体
質
化
と
貴
族
の独立性がはかられる。
貴
族
、
豪
族
は
独
自
の
勢
力
堅
持
と
と
も
に
自
ら
の
邸
宅
と
荘
園
経
営
に
専
念
す
る
。
邸
宅
を
営
む
に
は
手
狭
な
大
城
内
で
は
制
約
が
あ
り
、
皇
帝
権
力
と
対
峠
す
る
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
貴
族
達
は
独
自
に
居
住
区
を
形
成
し
て
い
き
、
そ
れ
と
と
も
に
一
般
の
居
住
区
・
商
業
区
は
別
の
区
域
に
成
立
す
る
。
こ
の
点
は
次
節
で
触
れ
る
が
、
所
謂
住
み
分
け
も
ま
た
形
成
さ
れ
て
い
く
。
皇
帝
権
力
の
側
で
は
大
城
内
に
（旧）
堅
固
な
防
衛
（
大
城
の
穗
措
化
と
一
二
重
の
宮
摘
）
を
求
め
る
方
向
へ
向
か
い
、
そ
の
一
方
で
私
的
部
曲
を
擁
す
る
貴
族
の
邸
宅
が
集
中
す
る
鍾
山
な
ど
の
地
域
は
、
一
つ
の
独
立
し
た
都
市
空
間
を
形
成
し
て
い
た
。
宮
城
に
対
し
て
疎
遠
な
る
空
間
の
成
立
という視点も可能になる。
（
４
）
長
期
的
・
継
続
的
に
首
都
機
能
を
有
し
た
反
面
、
内
乱
が
多発する。
度
重
な
る
内
乱
に
よ
る
被
害
は
大
城
内
の
充
実
・
発
展
を
阻
害
し
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
内
乱
は
内
部
で
の
抗
争
で
あ
る
か
ら
得
る
も
の
は
な
く
、
無
駄
な
消
費
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
皇
帝
側
は
慢
性
的
な
財
政
難
を
強
い
ら
れ
る
結
果
と
な
’一一一ハ
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（
二
）
都
市
の
様
相
（
平
面
プ
ラ
ン
上
で
の
認
識
）
大
城
の
外
に
拡
大
・
発
展
し
て
い
っ
た
建
康
の
都
市
と
し
て
の
様
相
と
は
如
何
な
る
も
の
か
。
防
衛
構
想
の
議
論
に
入
る
前
に
、
そ
の
構
想
の
前
提
と
な
る
都
市
の
様
相
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
お
き
た
い
（Ⅱ）
と
思
う
。
な
お
、
都
市
の
様
相
を
知
る
上
で
都
市
平
面
図
は
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
建
康
に
つ
い
て
は
現
在
南
京
の
市
街
地
が
そ
の
直
上
に
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
考
古
学
的
な
調
査
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
宮
城
と
大
城
の
位
置
と
形
態
に
関
す
る
議
論
を
は
じ
め
と
し
て
、
都
市
平
面
図
に
は
諸
氏
の
議
論
が
あ
っ
て
一
定
し
て
い
な
い
。
本
稿
の
主
眼
は
、
大
城
の
外
に
拡
大
・
発
展
し
た
市
街
地
を
含
め
た
建
康
と
い
う
都
市
全
体
の
様
相
を
理
解
す
る
こ
と
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
城
と
そ
の
内
部
に
関
す
る
議
論
は
別
稿
を
期
す
こ
と
と
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
墹
城
（
臨
択
）
る
。
都
市
全
体
も
一
時
的
に
は
被
害
を
被
る
が
、
居
住
区
・
商
業
区
は
建
康
が
継
続
的
に
首
都
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
復
興
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
被
害
か
ら
の
立
ち
直
り
の
遅
い
大
城
内
に
比
べ
、
発
展
性
・
回
復
性
と
い
う
面
で
は
る
か
に
勝
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
発
展
性
・
回
復
性
を
支
え
る
こ
と
の
出
来
る
土
地
の
生
産
力
の
卓
越
性
が
江
南
地
域
に
は
あ
っ
た。
し
、
作
図
の
留
意
点
と
根
拠
を
付
し
た
建
康
の
都
市
平
面
図
（
試
案
、
図
己
を
作
成
し
、
以
下
こ
れ
を
以
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。
都
市
の
様
相
に
議
論
を
戻
す
が
、
ま
ず
最
初
に
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
は
、
市
街
地
化
さ
れ
た
地
域
を
含
む
建
康
全
体
の
都
市
と
し
て
の
境
域
で
あ
る
。
『
太
平
御
覧
』
巻
一
九
七
居
処
部
二
七
に
引
く
「南朝宮苑記」には、
建康雛門薑南北両岸離門五十六所、蓋京邑之郊門也。
如
長
安
東
都
門
亦
周
之
、
郊
門
江
左
初
立
並
用
離
爲
之
故
日
離
門
。
南
離
門
在
國
門
西
、
三
橋
離
門
在
今
光
宅
寺
側
、
東
離
門
本
名
肇
建
離
門
在
古
肇
建
市
之
東
、
北
離
門
今
覆
舟
東
頭
玄
武
湖
東
南
角
、
今
見
有
亭
名
離
門
亭
、
西
雛
門
在
石
頭
城
東
、
護
軍
府
在
西
離
門
外
路
北
、
白
楊
雛
門
外
有
石
井
離
門
。
と
五
十
六
カ
所
の
離
門
の
存
在
と
主
要
な
離
門
の
位
置
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
東
晋
の
初
め
の
こ
ろ
の
建
康
（
京
邑
、
京
師
と
も
記
さ
れ
る
）
の
郊
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
梁
代
の
建
康
の
境
域
に
つ
い
て
『
太
平
臺
宇
記
』
巻
九
○
江
南
東
道
二
昇
州
に
引
く
「
金
陵記」には、
梁
都
之
時
、
城
中
二
十
八
萬
餘
戸
、
西
至
石
頭
城
、
東
至
俔
塘
、
南
至
石
子
崗
、
北
過
莊
山
、
東
西
南
北
各
四
十
里
。
と、石頭城（西）、俔塘（東、現義塘付近）、石子崗（南、
現
雨
月
台
）
、
荘
山
（
北
、
蒋
山
、
現
鍾
山
西
峰
）
を
挙
げ
、
東
西
七
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・
南
北
各
四
○
里
と
明
記
し
て
い
る
。
「
南
朝
宮
苑
記
」
の
擁
門
を
結
ん
だ
線
と
「
金
陵
記
」
の
ラ
イ
ン
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
（
若
干
東
側
が
ず
れ
る
）
。
東
晋
の
初
め
に
離
門
を
設
定
し
た
と
き
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
郊
で
あ
っ
て
、
市
街
化
地
域
が
そ
こ
ま
で
発
展
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
梁
代
で
も
そ
れ
が
一
つ
の
都
市
の
境
域
と
し
て
認
識
さ
れ
、
大
城
の
外
へ
の
発
展
は
そ
の
境
域
内
で
展
開
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
建
康
で
は
大
城
の
外
に
市
街
地
が
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
都
市
図一作図上の主な留意点
ｌ，研究史にみる主な都市プラン（日中研究者の都市プラン、注14）
ｉ，朱傑氏は大城の四至を、南：花河沿、北：北極閲の下で麹ＩQ寺の前、西：
中山路の西、東：成賢街と想定し、そこに方形の大城（内にも方形の宮城を
もつ）とその中央をまっすぐ南に延びる御道を配する。以後中国（台湾を含
む）における多くの研究成果は朱氏のプランを基本的に踏襲している。砥密
な史料分析による復元ではあるが、仮定としつつも方形が強洞されている点
や主軸の方位にも議論の余地がある。
ｉｉ，秋山日出夫氏は洛陽のプランをlllInに投映する。方法論的に現状の地形と
洛陽のプランを恵識しすぎている点で問題がある。大城の外側に外郭を想定
したプランは境域を考える上で重要である。
iii'･中村圭百氏は水系に沿って大域のプランを復元する。当時の水系が正確に
把握されるならば中村氏のプランか股も支持されるものとなる。しかし、長
江河道の西移をはじめ水系の変化が著しいことから問題も残る。
以上、中国側の方形プランに対し、１１本側の不整形プランという相異点が麹め
られる。大城が士缶であるとすれば、曲線による不整形という見方を支持すぺ
きである。図一では方法論的に賛同するところの多い中村氏のプランを参考に
若干東西・南北の幅を修正して大城を想定している。
２，現存する遺構
現在の鶏鳴寺の南側、東南大学の北側l、明清代の城箔の下面に六朝域基が碗
認されている。碑決の長さ48cm、NI23cl11、厚さ10cm、残長は200ｍ前後である。
この遺構か大城の城箔であるか宮城の沿垣であるかについては、なお議論がH11
れる（注19）。
３，自然地形
五代の頃長江河道が西に大きく移動する。また水位の変化による玄武湖（周
４０塁）・燕雀ｉｎ（周2里）・蘇峻ｉｎ（周10型）・迎措湖・彊陣湖等の縮小消滅、
南唐・明の土木工事による青渓・潮溝・運１日等の水路の変化にも注意が必要で
ある。故にまず丘陵との位置関係を決定することが肝要である。なお地卵学諸
兄の助言では、図一の右下、左上の丘陵１１Wは氾濫原の低湿地であり、水害の危
険性も高く居住区としては好ましくないとのこと。玄武湖の西側も旧湖沼もし
くは１日湿地帯であるという。さらに秦准何の現中華門前の屈曲部は人工的なも
のであるというが、管見の範囲では当麟期の史料に該当する開忠の記事はない。
なお、南京の都市の主軸が右に約15度振れている。これは趣康の主軸の振れ
と考えられる。
４．基葬との位匠関係
基葬の位臣は都市の境域を考える上に重要な指標となる。現状では秦惟河南
岸の丘陵間、鶴WH山の西、覆舟山の南・東、鍾阜門の東北、済涼山の東及び現
市街地の外側の丘陵地帯に主に分布している（注19）。市街地での分布状況は
文献とも符合し、大城の外側にして境域ラインの近傍にあると想定している。
５，武昌、京口との比較
建康の大城は具の大城の１日基に基づく。孫呉の遷都の経紳を念頭に丘<とき、
すでに発掘詞査が行われた武昌(現耶城市）・京ロ(現鎮江市)の規模は比較に値
すべき資料となる。京口は東面700ｍ、南面1200ｍ、西面1400ｍ、北面1400ｍ、
周4700ｍの田丸不整形であり（注32）、石頭城の形愚に類似する鉄畳域の存在
が注目される。武昌は南北1k■、東西2km、北面が長江により削られている。周
ＩＨＩには護城河が握らされ、現状では全局6kmの隅丸長方形である（注8）。両者
とも土箔であり直線の部分は殆どない。以上のデータからみると趣業の周二十
型一十九歩（8710.7ｍ、魏尺の一皿を434.16ｍ、一歩を｜､4472｢,,で計算する）
は妥当な規模といえる。規模の面では郷城も比較の対象となる（注9）。
６，簸門と境域（本文第一章第二節）
「太平御覧」巻197の解釈による。南側はほぼ明代の外郭に沿うことが想定さ
れることから、江岸より俔塘（義塘）までこれを援用する。俔塘を東端とし東
府の東に簸門がある（表l）ことから、鑓山の南麓より燕雀湖の西岸（明宮城東
側）を抜け覆舟山東の北簸門に至る。北側は玄武湖の南岸に沿い麺価山北麓よ
り西は丘陵間を抜けて石頭城の北側に至る。辛の存在、上林苑等の禁苑の性格
及び境域との位匠関係をも含め、簸門の位丘は今後さらに検肘が必要な課題で
ある。
※図一は同一平面上に東晋･南朝期270年Ｎｉｌの平面プランを想定したものである。
なお、図中の太実線は大城・宮城・境域のラインを、細実線は石頭城・東府城
等の城塁を、。…は水渠を、グーは江岸のラインを示す。また城嫡間を結ぶ直
線はゾーンのラインを示している。さらに●は墓葬を、：．:｡:･：は湖沼を示す。
図一では、地形を詳しく読み取るため、等高線が細かく現在より開発が進ん
でいない昭和7年陸地測量部発行の二万五千分の－南京近傍■（「近代中園都市
地図集成」柏毎房、1986、所収）を原図とした。また新卒に当たる部分の欠落
は中国大陸五万分の一地図及びランドサット衛星写真等を参考に筆者か加筆し
たものである．
法
政
史
学
館
バ
ー
｜
暇
の
内
外
の
境
を
示
す
の
が
郊
門
で
あ
り
、
郊
門
の
外
が
市
外
、
内
側
が
市
内
（
京
邑
、
京
師
）
で
あ
っ
た
。
市
内
に
は
秦
准
河
を
挟
ん
で
北
岸
に
建
康
縣
、
南
岸
に
秣
陵
縣
が
設
け
ら
れ
、
行
政
上
都
市
の
境
（旧）
域
が
二
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
境
域
内
に
は
里
巷
制
が
敷
か
れ
て
い
た
。
現
在
、
北
岸
十
一
、
南
岸
十
一
、
そ
の
他
九
の
計
三
十
一
の
（Ⅲ）
里
名
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
人
口
は
先
の
「
金
陵
記
」
に
よ
る
と
、
最
も
繁
栄
し
た
梁
代
で
約
一四○万人（一戸五人×’’十八万戸で試算）である。その
三
八
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図 建康の都市平面図廸康石頭城と端賜金墹城（脱択）
７
１
■
子
長
江
ニル
イュ
ゾ，
三九
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人口構成はというと、『陪書』巻一三地理志下に、
丹
陽
薑
京
所
在
、
人
物
本
盛
、
小
人
率
多
商
販
、
君
子
資
於
官
緑
、
市
塵
列
騨
、
埒
於
二
京
、
人
雑
五
方
、
故
俗
頗
相
類
。
と
み
え
、
在
京
の
民
が
君
子
と
小
人
、
す
な
わ
ち
王
公
貴
族
官
僚
（
そ
の
家
族
）
と
一
般
平
民
に
分
け
ら
れ
、
平
民
は
大
多
数
が
商
販
で
あ
る
。
ま
た
、
平
民
が
農
民
で
な
い
こ
と
は
『
宋
書
』
巻
五
四
孔
霊
符
伝
に
”
京
師
無
田
〃
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
平
民
と
雑
居
し
て
貴
族
の
部
曲
、
僧
侶
が
多
く
住
ん
で
い
る
。
王
公
貴
族
は
『
建
康
実
録
』
巻
二
に
引
く
陶
季
直
「
京
都
記
」
に、
典
午
時
、
京
師
鼎
族
多
在
青
溪
左
及
潮
溝
北
。
と
み
え
る
よ
う
に
、
宮
城
の
東
、
潮
溝
か
ら
青
渓
に
か
け
て
の
一
帯
に
集
中
し
て
い
る
。
一
方
、
大
量
の
平
民
は
『
建
康
実
録
』
巻
二
に
引く「丹陽記」に、
建
康
南
五
里
有
山
岡
、
其
間
平
地
、
民
庶
雑
居
。
と
み
え
、
ま
た
『
南
齊
書
』
巻
一
九
五
行
志
に
は
、
（
永
元
）
二
年
冬
、
京
師
民
間
相
驚
云
、
富
行
火
災
、
南
岸
人
家
往
往
於
離
間
得
布
火
纒
者
、
云
公
家
以
此
穰
之
。
とあり、また『陳書』巻一二徐度伝には、
市
鄭
民
居
、
竝
在
南
路
、
去
臺
遙
遠
。
と
み
え
る
よ
う
に
、
秦
准
何
の
南
岸
に
居
住
区
を
形
成
し
て
い
る
。
法
政
史
学
第
五
十
一
号
さらにまた、北岸の御道の左右には『梁書』巻九曹景宗伝に、
御道左右、莫非富室。
と
み
え
、
富
人
の
住
居
が
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
貴
賎
と
貧
富
の
二
構
造
か
ら
住
み
分
け
が
判
然
と
し
て
い
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
住
み
分
け
の
あ
り
方
は
一
時
期
の
様
相
を
平
面
の
上
で
と
ら
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
劉
淑
苓
氏
は
貴
族
の
園
宅
の
移
り
変
わ
り
を
分
析
し
、
呉
で
は
南
岸
に
、
東
晋
で
は
南
北
両
岸
に
、
そ
し
て
宋
以
降
は
北
岸
に
と
転
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貴
族
と
平
民
の
居
住
区
の
分
離
が
時
代
の
推
移
と
と
も
に
進
み
、
そ
れ
が
貴
族
制
の
発
展
に
伴
う
社
会
構
造
上
の
貴
賎
の
分
離
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
理
（Ⅳ）
解
し
て
い
る
。
戦
乱
の
多
発
と
復
興
を
重
ね
る
都
市
化
の
現
象
の
一
つとして重要な見解である。
ま
た
、
先
の
人
口
構
成
に
お
け
る
商
販
が
平
民
人
口
の
多
く
を
占
め
て
い
た
こ
と
に
結
び
付
く
点
と
し
て
、
大
小
市
場
が
大
城
の
内
外
を
と
わ
ず
多
数
設
置
さ
れ
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
『
太
平
御
覧
』
巻
八
二
七
資
産
部
七
に
引
く
山
謙
之
「
丹
陽
記
」
に
は
、
京
師
四
市
、
建
康
大
市
、
孫
權
所
立
、
建
康
東
市
、
同
時
立
、
ママ
建
康
北
市
、
永
安
中
立
、
秣
陵
闘
場
市
、
隆
安
中
發
樂
管
人
交
易、因成市也。
と四市の存在が示され、『陪書』巻二四食貨志からは、
マ
マ
准
水
北
有
大
市
百
餘
、
小
市
十
餘
所
。
四○
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と
少
な
く
と
も
十
カ
所
以
上
の
小
市
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
大
市
・
小
市
以
外
に
も
草
市
・
紗
市
・
牛
馬
市
・
穀
市
・
蜆
市
・
塩
（川）
市
・
苑
市
な
ど
多
彩
な
市
の
瓠
返
置
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
》
ｂ
は
秦
准
何
の
南
北
に
か
な
り
不
規
則
に
成
立
し
て
い
た
。
秦
准
何
の
岸
辺
に
は
『
南
史
』
巻
丑
斉
本
紀
下
に
、
狼
狽
歩
走
、
惟
將
二
門
生
自
随
、
蔵
朱
雀
航
南
酒
櫨
中
、
夜
方
得羽儀而歸。
と
み
え
る
よ
う
に
酒
店
な
ど
も
あ
り
、
岸
辺
が
繁
華
街
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
ま
た
『
建
康
実
録
』
巻
九
に
は
、
詔
除
丹
陽
竹
格
等
四
航
税
。
（
注
）
按
地
輿
志
、
六
代
目
石
頭
東至連署、總二十四所。
と
二
十
四
カ
所
の
航
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
当
然
南
北
の
市
街
地
に
は
そ
れ
以
上
の
街
路
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
秦
准
南
北
の
往
来
が
非
常
に
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
都
市
生
活
が
南
北
両
岸
を
跨
い
で
盛
ん
に
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
建
康
に
は
農
地
が
な
く
、
そ
の
産
業
が
商
業
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
建
康
の
消
費
都
市
と
し
て
の
性
格
を
大
き
く
規
定
す
る
要
因
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
建
康
の
都
市
と
し
て
の
様
相
は
前
節
に
述
べ
た
発
展
性
の
要
因
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
展
の
一
方
で
強
盗
・
掠
奪
な
ど
治
安
の
悪
化
を
ま
ね
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
『
宋
書』巻一○○沈約自序伝には、
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
墹
城
（
堀
択
）
時
天
下
般
實
、
四
方
輻
嬢
、
京
邑
二
縣
、
號
爲
難
治
、
（
中
略）其閻里少年、博徒酒客、或財利争闘、妄相諏引。
と京邑二縣における治政の難しさ、治安の悪さが示され、
さ
ら
に
同
書
巻
七
八
藷
思
話
伝
に
は
、
時京邑多有劫掠、二旬中十七發、引呰陳遜、不許。
と
具
体
的
な
数
字
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
上
述
の
よ
う
に
大
城
の
外
に
市
街
地
が
展
開
す
る
建
康
で
は
、
都
市
の
内
外
に
非
常
に
多
く
の
城
塁
を
備
え
て
い
る
。
『元和郡縣志』『大平豊宇記」『六朝事迩編類』『景定建康
志』『至正金陵新志』『嘉慶新修江寧府志』をみると石頭城
以
外
に
も
、
東
府
城
・
西
川
城
・
越
城
・
丹
陽
郡
城
・
冶
城
・
榔
邪
城・金城・建鄭縣城・秣陵縣城・檀城・白下城・湖執城・
白
馬
城
・
竹
里
城
・
新
亭
塁
・
仁
威
塁
・
薬
園
塁
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
平
面
プ
ラ
ン
上
に
配
置
さ
れ
た
防
衛
施
設
で
あ
る
。
以上、建康の大城の外の様相を主にみてきた。境域は存
在
す
る
が
堅
固
な
城
壁
（
外
郭
）
を
も
た
な
い
と
い
う
開
放
性
の
中
で、都市が独自に住み分けを生じ、商業を基幹産業として
大
消
費
都
市
に
発
展
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
治
安
の
悪
化
も
生
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
様
相
の
都
市
で
あ
る
か
ら
こ
そ
防
衛
に
お
い
て
も
課
題
を
残
し
て
い
る
。
で
は
建
康
と
い
う
都
市
は
魏
晋
四
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（
三
）
都
市
の
発
展
と
防
衛
構
想
『呉志』巻二によると、
（
建
安
）
十
六
年
、
權
徒
治
秣
陵
。
明
年
、
城
石
頭
、
改
秣
陵
爲建業。
と
、
建
安
一
六
年
（
二
一
一
）
孫
権
は
京
口
か
ら
建
業
（
秣
陵
）
に
移
り
、
翌
一
七
年
（
二
一
二
）
石
頭
城
が
築
城
さ
れ
る
。
実
質
的
に
建
康
の
歴
史
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
と
い
え
る
。
建
康
と
石
頭
城
が
そ
の
発
足
当
初
よ
り
不
可
分
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
以
上
、
建
康
と
い
う都市を考える上に石頭城の存在は不可欠な要素である。
石
頭
城
は
清
涼
山
の
自
然
地
形
を
利
用
し
た
も
の
で
、
西
北
部
の
鬼
瞼
城
と
称
さ
れ
る
二
八
ｍ
が
六
朝
の
旧
趾
で
あ
る
。
下
層
の
岩
盤
は
侵
食
に
強
い
白
亜
紀
の
緒
褐
色
硅
質
礫
岩
で
あ
り
、
大
量
の
河
光
石
を
含
む
。
岩
盤
上
面
に
は
塁
石
の
城
惜
と
六
朝
城
傳
が
残
存
し
て
い
る
。
東
南
部
で
は
碑
石
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
土
壁
（
未
焼
の
土
壌
）
で
築
か
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
石
頭
城
は
そ
の
堅
固
さ
故
に
明
の
南
京
城
惜
構
築
の
際
に
も
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
南北朝という大きな戦乱の時代の中で、都市防衛の第一に
挙げられる堅固な城壁をもたず、都市の発展性を優先しつ
つ
ど
の
よ
う
に
都
市
を
維
持
し
て
い
っ
た
の
か
。
上
掲
の
城
塁
の
存
在をも交えながら、次に建康の防衛構想を考察していく。
法
政
史
学
第
五
十
一
号
た
。
城
内
に
は
倉
と
庫
が
あ
っ
て
根
食
と
武
器
が
貯
蔵
さ
れ
、
ま
た
（旧）
峰火（ロもあった。
建
康
の
防
衛
に
お
け
る
石
頭
城
の
重
要
性
は
従
来
か
ら
も
指
摘
さ
（別）
れ
て
お
り
、
そ
の
堅
固
さ
は
上
記
の
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
節
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
建
康
に
は
石
頭
城
以
外
に
も
多
く
の
城
塁
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
建
康
と
い
う
都
市
の
防
衛
構
想
を
考
え
る
た
め
に
は
石
頭
城
の
み
を
取
り
上
げ
る
の
は
不
十
分
で
あ
る
。
よ
っ
て
石
頭
城
の
機
能
性
と
防
衛
構
想
の
実
体
像
を
把
握
す
る
た
め、『三国志』『晋書』「宋書』『南斉書」『梁書』『陳書』
『
南
史
』
『
建
康
実
録
』
『
資
治
通
鑑
』
を
以
て
前
節
に
挙
げ
た
城
塁
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
記
事
の
収
集
を
試
み
た
。
収
集
し
た
記
事
を
整
理
す
る
と
そ
の
多
く
は
表
一
に
挙
げ
る
各
王
朝
の
攻
防
戦
に
集
約
さ
（別）
れ
ろ
。
し
た
が
っ
て
、
表
一
に
取
り
上
げ
る
攻
防
戦
の
状
況
と
諸
々
の
城
塁
の
活
用
状
況
を
と
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
建
康
の
防
衛
構
想
の
あ
り
方
が
都
市
の
生
態
と
と
も
に
理
解
出
来
る
と
思
う
。
以
下
便
宜
的
に
、
表
一
か
ら
看
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
各
王
朝
ご
と
に
分
け
て考察する。
（
１
）
呉
の
防
衛
プ
ラ
ン
呉
都
建
業
で
は
、
大
城
の
ほ
か
、
石
頭
城
、
金
城
、
白
馬
城
、
治
（皿）
城
、
越
城
、
丹
陽
郡
城
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
馬
城
は
峰
火
台
で
あ
り
、
冶
城
、
越
城
は
春
秋
戦
国
期
の
遺
四
一
一
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建康をめぐる主な攻防戦表
建
康
石
顔
城
と
洛
陽
企
墹
城
（
端
沢
）
四
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構
を
そ
の
ま
ま
使
い
、
丹
陽
郡
城
も
実
質
的
に
は
晋
の
太
康
中
に
築
（、）
城
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
且
〈
の
建
業
で
実
際
に
防
衛
施
設
と
い
え
る
の
は
、
石
頭
城
と
金
城
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
金
城
は
呉
の
後
主
孫
皓
（
位
二
六
四
～
二
八
○
）
が
建
て
た
も
の
で
、
現
在
の
宝
塔
橋
（別）
付
近
の
金
陵
村
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
る
。
建
業
城
の
北
面
の
防
衛
拠
点である。
と
こ
ろ
で
、
建
業
の
諸
城
に
つ
い
て
の
実
体
を
知
る
史
料
は
極
め
て
少
な
い
。
晋
の
具
征
討
時
に
お
け
る
状
況
が
唯
一
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
活
用
さ
れ
た
の
は
石
頭
城
の
み
で
あ
る
。
そ
の
際
、
上
流
の
板
橋
を
陥
れ
る
と
晋
軍
は
一
気
に
石
頭
城
を
攻
略
す
る
。
石
頭
城
の
攻
略
と
同
時
に
孫
皓
は
降
伏
し
呉
は
滅
亡
す
る
。
こ
の
時
石
頭
城
は
一
方
で
晋
の
建
業
攻
略
の
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
石
頭
城
の
戦
略
上
の
重
要
さ
の
み
が
際
立
っ
て
お
り
、
上
述
の
個
々
の
諸
城
を
利
用
し
た
総
合
防
衛
構
想
は
未
完
成
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
（
２
）
東
晋
の
防
衛
プ
ラ
ン
東
晋
期
の
攻
防
は
全
く
の
内
憂
で
あ
る
。
東
晋
の
攻
防
戦
で
注
目
されることは、石頭城の重要性は一一一一口うに及ばず、石頭城以
外
に
も
数
々
の
防
衛
施
設
、
防
衛
の
拠
点
が
登
場
し
、
そ
れ
が
段
階
的
に
戦
乱
を
経
験
す
る
中
で
整
備
さ
れ
て
く
る
こ
と
で
あ
る
。
王
敦
の
乱
の
時
は
、
呉
の
時
期
と
同
様
に
石
頭
城
の
要
塞
的
機
能
法
政
史
学
第
五
十
一
号
の
卓
越
性
が
見
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
次
の
蘇
峻
の
乱
の
時
に
は
宮
城
も
焼
失
す
る
ほ
ど
の
市
街
戦
と
な
り
、
乱
後
の
宮
城
の
新
築
・（妬）
移転とともに都市プーフンも新たに整備されることになる。
こ
の
攻
防
戦
で
の
白
石
塁
の
登
場
を
は
じ
め
、
王
恭
・
桓
玄
等
の
侵
題
の
時
に
は
中
堂
（
中
皇
堂
）
を
中
心
に
石
頭
城
ｌ
北
郊
（
化
繊
門
の
位
置
。
北
郊
は
後
に
幕
府
山
の
南
に
移
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
混
同
を
避
け
る
た
め
以
後
文
中
で
は
北
離
門
と
記
す
）
ｌ
宣
陽
門
ｌ
新
亭
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ラ
イ
ン
は
以
後
の
建
康
防
衛
の
一
つ
の
目
安
に
な
る
。
つ
づ
く
孫
思
・
盧
循
の
乱
に
お
い
て
は
、
中
堂
を
中
心
に
し
た
石
頭
城
ｌ
北
離
門
ｌ
秦
准
岸
（
朱
雀
桁
が
基
点
）
と
い
う
ラ
イ
ン
を
基
準
に
、
こ
れ
を
北
側
に
白
石
塁
、
南
側
に
新
亭
（
東
晋
期
、
塁
は
未
築
）
と
延
ば
し
た
ラ
イ
ン
が
完
全
に
防
衛
ラ
イ
ン
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
盧
循
の
乱
で
は
越
城
の
修
復
が
な
さ
れ
る
。
前
線
の
新
亭
に
対
し
、
孫
思
、
盧
循
の
乱
で
は
秦
准
河
の
重
要
性
が
増
し
、
秦
准
岸
、
特
に
朱
雀
桁
を
基
点
と
し
た
南
岸
の
越
城
・
丹
陽
郡
城
と
い
う
拠
点
が
成
立
す
る
。
東
晋
の
中
期
に
は
、
度
重
な
る
内
乱
に
備
え
て
石
頭
城
が
修
復
さ
（別）
れ
ろ
と
と
も
に
、
且
〈
の
時
に
も
ま
し
て
石
頭
城
の
防
衛
拠
点
と
し
て
の
重
要
性
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
石
頭
城
に
拠
る
単
独
の
防
衛
か
ら
一
歩
進
み
、
都
市
の
郊
に
拠
点
を
設
け
、
石
頭
城
、
宮
城
と
連
携
さ
せ
る
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
確
出
出
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立
が
蘇
峻
の
乱
以
降
に
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
都
市
プ
ラ
ン
と
の
関
係
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
点
と
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
江
或
は
南
面
か
ら
の
攻
撃
に
対
し
て
白
石
塁
ｌ
石
頭
城
ｌ
新
亭もしくは北離門ｌ石頭城ｌ秦准岸のラインは強固である
が
、
東
側
の
拠
点
が
未
整
備
で
、
西
側
の
石
頭
城
に
比
す
る
機
能
を
も
つ
防
衛
施
設
が
存
在
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
点
で
東
晋
末
に
劉
裕
（
宋
武
帝
、
位
四
二
○
～
四
一
三
）
が
自
ら
の
拠
点
で
あ
る
東
府
を
（幻）
城
と
し
て
修
復
し
た
こ
と
は
、
東
側
の
拠
点
の
成
立
を
考
え
る
上
で
非
常
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
な
お
後
述
す
る
が
、
蘇
峻
の
進
攻
経
路
（
牛
渚
↓
鍾
山
↓
青
溪
↓
大
城
↓
石
頭
城
）
は
、
前
節
で
言
及
し
た
東
晋
の
初
に
成
立
し
て
い
る
東
側
の
境
域
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
り
、
都
市
の
境
域
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
（
３
）
劉
宋
・
藷
斉
・
藷
梁
の
防
衛
プ
ラ
ン
（珊）
瓜
歩
の
役
で
は
、
太
子
肋
が
石
頭
城
に
鎮
す
る
な
ど
、
宋
代
を
通
じ
て
石
頭
城
の
重
要
さ
は
前
代
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
が
、
劉
宋
の
中
期
、
劉
勘
と
劉
駿
（
孝
武
帝
、
位
四
五
三
～
四
六
四
）
の
対
峠
の
際
に
こ
れ
ま
で
拠
点
と
し
て
の
み
認
識
さ
れ
て
い
た
新
亭
に
塁
が
築
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
際
、
東
府
城
の
攻
略
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
東
府
城
の
戦
略
的
重
要
性
も
こ
の
時
は
じ
め
て
登
場
し
て
く
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
時
点
で
、
石
頭
城
ｌ
新
亭
塁
ｌ
〈
大
城
〉
ｌ
東
府
城
ｌ
白
下
塁
と
い
う
外
の
ラ
イ
ン
と
、
そ
の
内
側
の
石
建康石頭城と洛陽金傭城（臨沢）
頭
城
Ｉ
秦
准
岸
ｌ
〈
大
城
〉
ｌ
東
府
城
ｌ
北
離
門
と
い
う
内
の
ラ
イ
ン
が
、
石
頭
城
ｌ
〈
大
城
〉
ｌ
東
府
城
を
軸
に
成
立
し
て
く
る
と
い
え
る
。
な
お
、
前
廃
帝
（
位
四
六
四
～
四
六
五
）
は
石
頭
城
を
長
楽
宮に、東府城を未央宮に、北郊を建章宮に、南第を長楊宮
（羽）
に
比
し
て
い
る
が
、
平
時
に
は
防
衛
の
拠
点
が
都
市
の
基
点
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
防
衛
構
想
が
ま
さ
に
活
用
さ
れ
た
の
が
桂
陽
王
休
範
の
乱
の
時
で
あ
っ
た
。
『
南
斉書」巻一高帝紀に、
宜
頓
新
亭
・
白
下
、
堅
守
宮
披
・
東
府
・
石
頭
以
待
。
（釦）
とみ》えるのは、まさに右の防衛構想の確立を一示している。
し
か
し
こ
の
時
、
前
線
の
新
亭
は
死
守
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
方
の
秦
准
岸
で
の
混
乱
が
石
頭
・
白
下
そ
し
て
東
府
の
投
降
を
連
鎖
的
に
生
む
こ
と
と
な
っ
た
。
上
述
の
防
衛
ラ
イ
ン
は
、
そ
れ
が
連
鎖
的
に
機
能
す
る
ラ
イ
ン
で
あ
る
が
故
に
、
一
カ
所
が
崩
壊
す
る
と
連
鎖
的
に
崩
れ
て
し
ま
う
と
い
う
弱
点
、
危
険
性
を
も
露
呈
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
院
佃
夫
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
（
元
徽
五
年
、
四
七
七
、
未
遂
）
の
中
で
石
頭
城
・
東
府
城
を
固
め
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
（訓）
い
る
。
石
頭
城
と
東
府
城
が
ク
ー
デ
タ
ー
と
い
う
宮
廷
内
抗
争
の
場
合
に
も
大
城
の
両
翼
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
存
在
で
あ
っ
た
こ
とが分かる。
講
斉
・
請
梁
に
お
い
て
も
劉
宋
中
期
に
確
立
さ
れ
た
防
衛
プ
ラ
ン
四
五
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がそのまま活用されている。東昏侯（位四九八～五○つ
と
請
術
（
位
五
○
二
～
五
四
九
）
の
対
峠
の
際
に
は
ま
さ
に
南
側
の
ラ
イ
ン
を
め
ぐ
っ
て
攻
防
が
展
開
さ
れ
、
特
に
東
昏
侯
は
秦
准
南
岸
の
邑
屋
を
焼
き
、
こ
こ
に
戦
場
を
開
く
な
ど
、
二
つ
の
ゾ
ー
ン
を
意
識
し
た
戦
略
を
立
て
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
侯
景
侵
題
の
時
も
、
上
述
の
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
布
陣
を
敷
い
て
い
る
。
こ
の
時
は
秦
准
南
岸
の
丹
陽
郡
城
に
屯
し
た
臨
賀
王
正
徳
が
侯
景
に
内
応
し
た
こ
と
か
ら
ゾ
ー
ン
が
一
気
に
崩
れ
、
石
頭
城
・
白
下
塁
は
放
棄
さ
れ
た
。
そ
れ
故
に
攻
撃
は
東
府
城
と
大
城
・
宮
城
に
集
中
し
て
い
る
。
以
上
、
劉
宋
中
期
に
確
立
さ
れ
、
建
康
が
最
も
都
市
と
し
て
発
展
、
充
実
し
た
請
梁
ま
で
同
一
の
ゾ
ー
ン
ラ
イ
ン
が
活
用
さ
れ
た
点
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
ゾ
ー
ン
ラ
ィ
ン
は
、
幾
多
の
戦
乱
を
経
験
す
る
こ
と
で
そ
の
拠
点
が
成
立
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
都
市
の
防
衛
に
お
い
て
か
な
り
信
頼
性
の
あ
る
防
衛
構
想
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
れ
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
の
は
、
南
朝
に
お
け
る
攻
防
戦
が
内
憂
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
内
応
等
の
行
為
も
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
能
上
の
問
題
と
い
う
よ
り
は
、
運
営
面
に
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
（
４
）
請
梁
終
末
期
・
陳
の
防
衛
プ
ラ
ン
請
梁
の
終
末
期
、
侯
景
の
乱
に
よ
っ
て
建
康
の
都
市
機
能
は
大
き
な
打
撃
を
被
る
。
そ
の
混
乱
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
任
約
と
徐
法
政
史
学
第
五
’
一
号
嗣
徽
の
反
乱
で
あ
る
。
徐
嗣
徴
は
北
斉
軍
を
引
き
入
れ
る
が
、
石
頭
城
に
入
っ
た
部
隊
は
井
戸
を
塞
が
れ
降
伏
す
る
。
問
題
は
北
斉
軍
の
本
隊
が
と
っ
た
進
攻
経
路
で
あ
る
。
蕪
湖
↓
秣
陵
故
城
↓
方
山
↓
俔
塘
↓
鍾
山
龍
尾
↓
幕
府
山
↓
玄
武
湖
の
西
北
・
幕
府
山
の
南
（
北
郊
壇
）
と
い
う
経
路
は
今
ま
で
の
侵
題
に
は
み
ら
れ
な
い
動
き
で
あ
る
。
途
中
よ
り
蘇
峻
の
進
攻
経
路
と
重
な
る
部
分
は
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
手
前
は
新
亭
・
秦
准
岸
を
経
ず
に
、
東
側
の
ラ
イ
ン
に
直
接
侵
入
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
次
ぎ
の
二
点
が
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
は
新
亭
・
秦
准
岸
と
い
う
南
側
の
強
固
な
防
衛
ラ
イ
ン
を
避
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
、
そ
の
二
は
、
先
の
侯
景
の
乱
に
よ
っ
て
建
康
の
防
衛
ラ
イ
ン
が
弛
緩
或
は
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
階
軍
の
進
攻
の
経
路
も
ま
た
従
来
の
も
の
と
は
異
な
る
。
東
側
か
ら
の
進
攻
経
路
は
京
□
↓
南
徐
州
・
曲
阿
↓
鍾
山
↓
白
士
崗
の
東
南
↓
宮
城
と
い
う
も
の
で
、
京
口
を
陥
れ
た
後
は
一
気
に
建
康
に
進
攻
し
て
い
る
。
一
方
、
南
側
か
ら
の
進
攻
は
韓
檎
虎
を
主
師
と
し
て
姑
執
↓
新
林
↓
南
豫
州
（
牛
渚
）
↓
石
子
崗
↓
朱
雀
桁
で
従
来
の
も
の
で
あ
る
。
東
側
か
ら
の
進
攻
と
南
側
か
ら
の
進
攻
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
梁
代
ま
で
に
み
ら
れ
た
石
頭
城
・
新
亭
塁
・
東
府
城
・
白
下
塁
へ
の
一
斉
布
陣
の
記
事
が
現
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
特
に
石
頭
城
・
東
府
城
に
触
れ
る
記
載
が
な
い
。
ま
た
南
側
の
進
攻
経
路
で
は
、
新
亭
塁
は
素
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
（
３
）
に
述
べ
た
防
四
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衛
構
想
が
全
く
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
事
実
、
東
府
城
は
侯
景
の
乱
に
よ
っ
て
か
な
り
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。
梁
終
末
期
の
北
斉
軍
の
進
攻
経
路
の
中
で
も
白
石
塁
が
単
独
で
機
能
し
、
他
の
三
施
設
に
は
布
陣
の
記
事
も
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
上
掲
二
点
の
想
定
理
由
の
う
ち
、
侯
景
の
乱
に
よ
る
防
衛
ラ
イ
ン
の
弛
緩
或
は
崩
壊
を
考
え
る
後
者
を
採
用
す
る
の
が
妥
当
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
侯
景
の
乱
の
後
、
藷
梁
の
終
末
期
の
段
階
で
、
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
構
想
は
崩
壊
し
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
石
頭
城
の
み
は
、
階
で
も
蒋
州
の
州
廠
が
置
か
れ
、
単
独
の
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
階
侵
窓
の
時
点
で
も
要
塞
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
、
建
康
の
攻
防
戦
を
時
間
軸
の
中
で
追
っ
て
み
た
。
時
の
経
過
の
中
で
、
建
康
に
は
石
頭
城
を
防
衛
の
中
心
と
し
て
、
攻
防
戦
の
経
験
を
重
ね
る
ご
と
に
白
下
墨
・
東
府
城
・
新
亭
塁
と
い
う
重
要
な
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
大
城
を
中
心
に
し
た
石
頭
城
（
西
）
ｌ
新
亭
塁
（
南
）
１
束
府
城
（
東
）
ｌ
白
下
墨
（
北
）
と
い
う
四
角
形
の
ゾ
ー
ン
が
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
確
立
さ
れ
た
。
ま
た
同
時
に
、
石
頭
城
と
東
府
城
を
両
翼
に
南
北
を
縮
め
た
石
頭
城
（
西
）
ｌ
秦
准
岸
（
南
）
ｌ
東
府
城
（
東
）
ｌ
北
離
門
（
北
）
の
四
角
形
の
ゾ
ー
ン
も
成
立
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
ゾ
ー
ン
ラ
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
塘
城
（
恥
沢
）
イ
ン
に
よ
っ
て
都
市
が
防
衛
さ
れ
る
形
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
石
頭
城
を
三
角
の
一
頂
点
と
し
た
白
下
塁
ｌ
石
頭
城
ｌ
新
亭
塁
と
い
う
江
に
面
す
る
ラ
イ
ン
、
新
亭
塁
を
三
角
の
一
頂
点
と
し
た
石
頭
城
ｌ
新
亭
塁
ｌ
東
府
城
と
い
う
南
側
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
る
ラ
イ
ン
は
強
固
な
ゾ
ー
ン
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
ゾ
ー
ン
は
東
晋
に
お
い
て
ほ
ぼ
そ
の
形
を
形
成
し
、
劉
宋
中
期
に
防
衛
施
設
と
し
て
の
東
府
城
・
新
亭
塁
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ゾ
ー
ン
が
完
全
に
整
っ
た
形
で
活
用
さ
れ
た
の
が
桂
陽
王
休
範
の
乱
の
時
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
一
つ
の
弱
点
を
も
露
呈
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ゾ
ー
ン
が
連
鎖
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
｜
ヵ
所
の
崩
壊
に
よ
り
ゾ
ー
ン
全
体
が
連
鎖
的
に
崩
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
機
能
性
よ
り
も
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
運
営
面
に
お
け
る
問
題
で
あ
っ
て
、
特
に
内
乱
の
多
い
南
朝
の
政
治
体
制
の
中
で
は
致
命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
梁
末
の
侯
景
の
乱
ま
で
こ
の
ゾ
ー
ン
は
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
康
の
防
衛
構
想
に
最
も
適
し
た
形
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
ゾ
ー
ン
ラ
イ
ン
は
、
梁
末
の
侯
景
の
乱
に
よ
っ
て
都
市
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
時
、
同
時
に
そ
の
機
能
が
弛
緩
或
は
停
止
し
た
と
考
え
られる。
な
お
、
東
側
の
ラ
イ
ン
が
比
較
的
手
薄
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
私
的
な
部
曲
を
養
う
貴
族
の
邸
宅
が
東
側
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
、
そ
四
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し
て
そ
の
さ
ら
に
東
方
に
は
京
口
と
い
う
重
要
な
軍
事
拠
点
が
位
置
（岨）
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
中
堂
、
南
堂
、
宣
陽
門
等
の
城
門
の
存
在
以
外
、
特
に
注
目
す
べ
き
施
設
が
大
城
内
で
は
特
定
出
来
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ゾ
ー
ン
の
核
と
な
る
大
城
内
の
防
衛
に
は
確
固
た
る
防
衛
構
想
が
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
が
ゾ
ー
ン
の
成
立
と
関
係
が
あ
る
の
か
、
或
は
別
に
問
題
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
で
は
、
本
節
に
み
た
ゾ
１
ン
ラ
イ
ン
と
建
康
の
都
市
と
し
て
の
境
域
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
（
四
）
都
市
の
範
囲
（
境
域
）
と
防
衛
ゾ
ー
ン
の
位
置
関
係
に
つ
い
て
先
に
第
二
節
に
お
い
て
、
都
市
の
境
域
と
譲
門
の
存
在
に
つ
い
て
触
れ
た
。
離
門
は
都
市
空
間
の
内
外
を
区
切
る
境
域
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
が
、
擁
門
間
を
結
ぶ
そ
の
空
間
上
の
ラ
イ
ン
（
竹
離
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
想
定
出
来
る
）
は
一
種
の
指
標
で
あ
っ
て
堅
固
な
城
壁
で
は
な
い
。
し
か
し
離
門
に
よ
っ
て
市
内
（
京
邑
、
京
師
）
と
市
外
（
野
）
の
空
間
は
明
確
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
離
門
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
の
存
在
は
単
に
そ
れ
が
空
間
上
の
ラ
イ
ン
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
空
間
の
分
断
線
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
法
政
史
学
第
バ
ー
ー
リ
あ
る
。
そ
の
内
と
外
で
は
空
間
の
認
識
が
大
い
に
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
境
界
線
を
越
え
る
か
否
か
の
行
為
は
明
確
な
意
志
の
も
と
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
内
な
る
危
険
性
と
外
な
る
安
全
性
の
意
識
は
当
然
戦
略
的
な
行
動
に
も
表
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
東
晋
期
に
蘇
峻
が
進
攻
し
た
経
路
、
梁
終
末
期
に
北
斉
軍
本
隊
が
採
っ
た
進
攻
経
路
が
東
側
の
鐘
山
西
麓
を
迂
回
し
て
い
る
が
、
そ
の
ラ
イ
ン
は
東
側
の
境
域
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
行
動
で
あ
る
。
特
に
東
側
の
境
域
ラ
イ
ン
の
内
側
に
は
時
代
を
経
る
ご
と
に
貴
族
の
邸
宅
が
営
ま
れ
た
。
そ
し
て
貴
族
の
私
的
に
抱
え
る
部
曲
集
団
が
各
貴
族
の
も
と
に
は
相
当
数
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
側
の
ラ
イ
ン
に
踏
み
入
る
こ
と
は
、
各
貴
族
の
邸
宅
に
お
け
る
一
種
の
ゲ
リ
ラ
戦
を
想
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
、
東
側
の
郊
の
ラ
イ
ン
、
境
域
ラ
イ
ン
は
空
間
の
存
在
が
非
常
に
重
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
蘇
峻
や
北
斉
軍
が
東
側
よ
り
都
市
の
境
域
内
に
入
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
北
に
迂
回
し
、
東
北
に
お
い
て
攻
防
戦
を
繰
り
広
げ
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
た
め
と考えられる。
次
に
境
域
ラ
イ
ン
と
、
前
節
で
明
ら
か
と
な
っ
た
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
ラ
イ
ン
と
の
交
錯
関
係
を
み
る
。
東
府
城
に
い
た
る
東
側
が
境
域
ラ
イ
ン
の
内
側
に
か
な
り
入
り
込
む
が
、
石
頭
城
ｌ
秦
准
岸
Ｉ
東
府
城
ｌ
北
離
門
の
ゾ
ー
ン
は
境
域
内
に
き
れ
い
に
入
り
込
み
、
石
頭
城
ｌ
新
亭
曇
ｌ
東
府
城
－
白
下
塁
の
ゾ
ー
ン
は
南
北
に
延
び
る
こ
と
四
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か
ら
南
と
北
で
境
域
ラ
イ
ン
と
交
錯
し
、
境
域
の
外
に
出
る
。
こ
の
重
な
り
合
う
二
つ
の
ゾ
ー
ン
の
存
在
が
軍
事
空
間
を
形
成
し
、
そ
れ
が
境
域
ラ
イ
ン
と
交
錯
す
る
こ
と
で
都
市
の
境
域
の
空
間
を
も
軍
事
空
間
に
変
え
る
。
す
な
わ
ち
、
軍
事
空
間
と
境
域
空
間
の
交
錯
が
外
郭
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
境
域
ラ
イ
ン
と
防
衛
ゾ
ー
ン
の
存
在
は
、
非
常
時
に
は
緊
張
し
た
外
郭
の
機
能
を
発
揮
す
る
空
間
と
な
る
が
、
平
時
に
は
単
な
る
境
域
の
空
間
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
第
一
節
で
論
じ
た
都
市
の
発
展
性
と
い
う
点
で
は
非
常
に
大
き
な
効
果
を
も
っ
て
い
た
。
離
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
境
域
空
間
、
戦
乱
の
被
害
を
被
り
つ
つ
も
回
復
を
繰
り
返
す
市
街
地
、
戦
乱
の
経
験
の
上
に
構
築
さ
れ
た
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
構
想
と
が
相
互
に
絡
み
合
っ
た
と
こ
ろ
で
、
建
康
と
い
う
都
市
は
発
展
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
結
呉
・
東
晋
の
建
康
は
そ
の
創
建
当
初
に
お
い
て
一
将
軍
府
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
周
二
○
里
の
城
壁
の
中
で
十
分
に
完
結
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
王
朝
へ
と
発
展
し
、
建
康
は
そ
の
首
都
と
し
て
認
識
さ
れ
、
人
口
の
集
中
・
都
市
化
が
促
進
さ
れ
る
。
そ
こ
に
都
市
の
発
展
性
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
南
朝
で
は
度
重
な
る
内
乱
に
遭
遇
す
る
こ
と
か
ら
、
都
市
の
回
復
性
と
い
う
こ
と
も
問
題
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
傭
城
（
聯
沢
）
と
な
る
。
発
展
性
・
回
復
性
が
要
求
さ
れ
る
都
市
の
あ
り
方
か
ら
い
え
ば
、
堅
固
な
城
壁
に
よ
っ
て
閉
鎖
的
な
空
間
を
作
り
出
す
こ
と
は
好
ま
し
い
と
は
い
え
ず
、
都
市
の
拡
大
と
い
う
面
か
ら
も
、
拠
点
施
設
を
設
け
て
都
市
化
す
る
区
域
を
ゾ
ー
ン
で
防
衛
す
る
と
い
う
方
式
の
採
用
は
、
非
常
に
卓
越
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
ゾ
ー
ン
の
中
心
と
し
て
機
能
し
た
の
が
石
頭
城
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
拠
点
施
設
の
増
設
と
配
置
は
、
攻
防
戦
の
際
の
経
験
を
通
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ゾ
ー
ン
に
よ
る
軍
事
的
な
空
間
は
、
離
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
都
市
の
境
域
空
間
と
交
錯
す
る
こ
と
で
都
市
空
間
の
存
在
を
よ
り
強
く
認
識
さ
せ
た
。
自
然
環
境
と
合
わ
せ
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
構
想
が
正
常
に
機
能
し
た
場
合
に
は
、
城
壁
と
同
様
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
構
想
は
十
分
に
機
能
し
た
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
南朝の攻防戦が内乱という一一一一口葉に示されるように、ゾーン
の
構
造
を
熟
知
し
た
内
部
の
対
立
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
ゾ
ー
ン
と
境
域
ラ
イ
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
空
間
は
、
平
時
に
お
い
て
は
単
な
る
都
市
の
境
域
を
示
す
空
間
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
都
市
の
発
展
、
特
に
貴
族
制
と
い
う
社
会
構
造
か
ら
く
る
消
費
性
の
高
い
都
市
が
発
展
す
る
う
え
で
非
常
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
一
方
、
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
は
一
カ
所
が
崩
壊
す
る
と
連
鎖
的
に
崩
れ
る
と
い
う
機
能
面
で
の
大
き
な
欠
陥
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ゾ
ー
四九
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魏
晋
・
北
魏
の
洛
陽
は
後
漢
の
洛
陽
（
維
陽
）
の
旧
基
を
継
承
し
て
営
ま
れ
る
。
そ
の
平
面
プ
ラ
ン
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
（卿）
す
で
に
基
本
的
な
部
分
が
明
、
ｂ
か
に
さ
れ
て
お
り
（
図
二
）
、
ま
た
（Ｍ）
多
く
の
研
究
成
果
も
あ
る
。
し
か
し
、
時
間
的
な
流
れ
の
中
で
営
ま
れ
る
都
市
の
移
り
変
わ
り
、
都
市
に
お
け
る
居
住
空
間
の
あ
り
方
、
そ
れ
を
保
護
す
る
防
衛
空
間
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
未
だ
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
章
で
は
、
洛
陽
の
都
市
空
間
と
そ
こ
に
存
在
す
る
防
衛
施
設
の
あ
り
方
を
と
ら
え
、
度
重
な
る
戦
乱
を
経
験
す
る
都
市
の
変
遷
と
都
市
機
能
の
復
元
性
、
そ
し
て
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
防
衛
空
間
の
推
移
を
考
え
、
以
て
同
時
代
的
に
営
ま
れ
た
建
康
と
の
比
較
を
論
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
（
｜
）
洛
陽
の
都
市
空
間
と
防
衛
施
設
洛
陽
の
大
城
は
東
西
六
里
南
北
九
里
の
規
模
を
も
ち
、
周
囲
は
版
（洲）
築
に
よ
る
堅
固
な
城
壁
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
周
囲
二
十
里
と
さ
れ
る
ン
の
形
成
に
は
長
期
に
わ
た
る
都
市
運
営
上
の
経
験
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
条
件
は
、
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
構
想
が
建
康
以
外
の
都
市
で
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れる。二、
洛
陽
の
変
遷
と
金
墹
城
法
政
史
学
第
バ
ー
｜
ザ
建
康
に
比
べ
て
み
る
と
、
周
長
で
約
一
・
五
倍
、
面
積
に
し
て
二
倍
以
上
の
規
模
を
も
つ
。
建
康
で
は
早
く
か
ら
官
署
の
一
部
や
居
住
区
・
商
業
区
が
大
城
の
外
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
発
展
の
要
因
と
形
態
に
つ
い
て
は
す
で
に
前
章
に
て
言
及
し
た
。
で
は
建
康
に
倍
す
る
面
積
を
有
す
る
洛
陽
で
は
、
都
市
空
間
は
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
た
の
か
。
本
節
で
は
、
魏
晋
南
北
朝
期
に
お
け
る
洛
陽
の
都
市
空
間
の
様
相
に
つ
い
て
、
居
住
区
と
防
衛
施
設
の
配
置
を
踏
ま
え
て
考
え
てみたいと思う。
（１）居住空間
後
漢
の
洛
陽
で
は
、
大
城
の
外
に
馬
市
・
南
市
の
商
業
区
の
ほ
か
、
上
商
里
や
平
門
外
の
浮
橋
近
郊
の
居
住
区
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
大
城
の
外
に
都
市
空
間
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
（柵）る。
当
時
の
都
市
境
域
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
洛
陽
は
後
漢
末
の
董
卓
に
よ
る
掠
奪
と
破
壊
を
被
り
、
さ
ら
に
百
万
と
も
い
わ
れ
る
（Ⅳ）
人
口
が
長
安
に
徒
さ
れ
た
こ
と
か
「
ｂ
、
都
市
機
能
は
停
止
状
態
に
あった。よって洛陽は、曹丞（魏文帝、位一一二○～一一一一
六
）
に
よ
っ
て
首
都
と
定
め
ら
れ
る
ま
で
の
三
十
年
間
（
初
平
元
年
〈’九○〉～黄初元年〈二二○〉）、戦略上の拠点として認
識
さ
れ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
曹
魏
に
よ
っ
て
ど
の
程
度
旧
状
が
回
復
さ
れ
た
か
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
依
然
と
し
て
国
内
は
三
国
分
立
の
戦
時
下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
三
十
里
に
達
す
る
五○
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（「北魏洛陽外郭城と水道の調査」「考古」1993年7期より作成
大
城
内
を
満
た
す
都
市
機
能
が
即
時
に
完
備
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、
前
代
に
比
す
る
都
市
が
営
ま
れ
る
に
十
分
な
人
口
も
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る。このことは「魏志』巻一三鍾絲伝に、
目天子西遷、洛陽人民軍議、縣徒關中民、
又招納亡叛以充之、數年間民戸梢實。
と
、
関
中
の
民
を
徒
し
、
さ
ら
に
逃
亡
者
や
反
乱
者
を
招
き
入
れ
て
洛
陽
の
民
戸
を
補
充
し
て
い
る
点
か
ら
も
明
ら
か
に
な
る
。
な
お
、
殿
署
の
造
営
は
明
帝
に
よ
っ
て
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
宮
殿
・
宮
苑
の
多
く
が
こ
の
時
期
に
整
う
こ
と
に
な
る
が
、
明
帝
期
の
造
営
は
宮
府
を
中
心
と
し
た
も
の
で
、
都
市
全
体
が
ど
れ
ほ
ど
整
備
さ
れ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
大
城
の
東
側
に
馬
市
が
（犯）
営まれていることか薑ｂ大城の外に居住民の活動
の場を想定することも出来るが、この事例に止
ど
ま
る
。
魏
の
洛
陽
は
こ
の
よ
う
に
後
漢
の
規
模
に
復
したとは必ずしも言い切れないところがある。
ところが、三国を統一した晋朝になると、大城
外
の
東
面
に
は
常
満
倉
・
白
社
・
牛
馬
市
、
南
面
に
は
南
市
、
大
城
内
の
西
面
に
は
大
市
（
金
市
）
な
ど
が
確
（羽）
認
さ
れ
、
居
住
区
や
商
業
区
が
大
城
の
内
外
に
展
開
し
五
一
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て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
『
大
平
豊
宇
記
』
巻
三
河
南
道
三
河
南府一洛陽縣条に、
晉
魏
之
代
凡
有
一
萬
一
千
二
百
一
十
九
門
、
自
永
嘉
之
凱
劉
曜
入
洛
陽
、
元
帝
渡
江
宮
署
里
閻
、
鞠
爲
茂
草
。
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
魏
か
ら
晋
へ
は
戦
禍
を
経
験
す
る
こ
と
な
く
移
行
し
、
洛
陽
は
再
度
統
一
王
朝
の
首
都
と
し
て
規
模
の
充
実
と
繁
栄
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
貴
族
制
社
会
を
反
映
し
て
洛
陽
で
は
貴
族
・
豪
商
に
よ
る
著
侈
生
活
が
営
ま
れ
、
消
費
型
の
都
市
の
様
相
を
呈していた。
以
上
に
み
る
ご
と
く
、
洛
陽
で
は
建
康
の
よ
う
に
積
極
的
で
は
な
い
が
、
早
く
は
後
漢
よ
り
戦
禍
を
経
た
後
の
魏
朝
お
よ
び
晋
朝
に
お
い
て
も
、
大
城
外
に
一
部
の
居
住
区
・
商
業
区
は
成
立
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
晋
朝
で
再
び
回
復
さ
れ
た
洛
陽
の
繁
栄
は
、
上
掲
『
太
平
寶
宇
記
』
に
”
鞠
爲
茂
草
〃
と
記
さ
れ
る
ご
と
く
永
嘉
の
戦
禍
に
よ
り
荒
廃
し
、
引
き
続
い
て
五
胡
十
六
国
時
代
の
戦
禍
を
再
三
被
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
北
魏
孝
文
帝
（
位
四
七
一
～
四
九
九
）
の
遷
都
に
よ
り
、
洛
陽
は
大
城
の
外
側
に
一
一
三
○
坊
（
里
）
も
の
居
住
区
・
商
業
区
と
そ
れ
を
取
り
囲
む
外
郭
を
配
す
る
大
都
市
に
再
び
生
（Ⅲ）
ま
れ
変
わ
る
。
宮
城
・
大
城
お
よ
び
四
面
に
展
開
す
る
坊
の
様
相
に
つ
い
て
は
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
お
よ
び
「
水
経
注
』
巻
一
六
穀
水
条
を
も
っ
て
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
、
ま
た
研
究
成
果
も
数
多
法
政
史
学
第
パ
ー
｜
ザ
五二
（机）
く
発
表
さ
れ
て
い
る
。
北
魏
洛
陽
の
貝
〈
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
上
省
略
す
る
が
、
こ
こ
で
考
え
て
お
き
た
い
点
は
、
先
に
保
留
し
て
お
い
た
都
市
の
境
域
に
つ
い
て
で
あ
る
。
北
魏
の
洛
陽
で
は
大
城
の
太
旨
ｂ
に
外
側
に
外
郭
が
形
成
さ
れ
、
こ
れ
が
都
市
の
境
域
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
後
漢
な
ら
び
に
魏
晋
期
の
境
域
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
北
魏
の
外
郭
と
何
如
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
次
に
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。
（Ⅱ）都市の境域
後
漢
・
魏
晋
の
洛
陽
に
関
し
て
は
、
建
康
の
ご
と
く
明
確
な
境
域
を
示
す
記
述
は
確
認
出
来
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
市
の
境
域
を
示
す
一
つ
の
要
素
と
し
て
、
そ
の
場
が
人
々
の
送
迎
の
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
本
項
で
は
こ
の
点
を
考
察
の
拠
り
所
と
し
て
、
境
域
の
ラ
イ
ン
を
探
ｈ
払
出
し
て
み
た
い
。
送
迎
の
場
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
大
城
の
西
方
で
は
長
分
橋
（
張
方
橋
）
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
は
張
溝
が
（化）
あり、千金喝や夕陽亭が置かれている。夕陽一百一は後漢代の、、
大尉楊震の送別にちなんだ名称であり、洛陽都一巨一とも郭下
（い）
之亭ともいわれる。晋の壷貝充が長安に鎮する際にもここが
（Ｍ）
百僚送別の地上）なり、八王の乱の際、河間王の派遣した張
（相）
方もここに軍営（張方塁）を営んでいる。、また北魏の崔延
（化）
伯出帥の地でもある。一百一については防衛上の性格が指摘さ
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れ
て
お
り
、
楊
寛
氏
は
前
漢
長
安
の
事
例
も
踏
ま
え
て
軍
事
的
防
衛
（、）
強
化
の
拠
点
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
、
東
方
で
は
大
陽
郭
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
大
陽
郭
は
東
の
郭
の
呼
称
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
七
里
橋
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
や
（相）
は
り
送
迎
の
地
点
で
あ
る
と
と
も
に
軍
事
上
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
西
の
長
分
橋
と
東
の
七
里
橋
と
は
大
城
を
挟
ん
で
ほ
ぼ
対
称
の
”郭“の位置にある。
ま
た
、
南
方
で
は
洛
水
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
『
後
漢
書
』
巻
七八張譲伝には、
鏡
天
緑
蝦
蟇
、
吐
水
於
平
門
外
橋
東
、
轄
水
入
宮
、
又
作
翻
車
渇
烏
、
施
於
橋
西
、
用
麗
南
北
郊
路
、
以
省
百
姓
麗
道
之
費
。
と
あ
り
、
”
用
擢
南
北
郊
路
、
以
省
百
姓
麗
道
之
費
“
か
ら
楊
寛
氏
は
平
門
外
の
浮
橋
、
南
北
郊
路
の
両
側
が
人
口
の
集
中
地
点
で
あ
（Ⅲ）
り
、
後
漢
の
南
郭
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
大
城
外
の
居
住
区
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
南
側
で
は
刑
徒
墓
も
発
（別）
見
さ
れ
て
い
る
一
」
と
か
ら
、
洛
水
の
北
岸
が
明
ら
か
に
都
市
の
南
側
の
境
域
地
帯
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
後
漢
代
の
都
市
の
境
域
は
東
の
大
陽
郭
（
東
の
郭
の
ラ
イ
ン
）
、
西
の
長
分
橋
（
西
の
郭
の
ラ
イ
ン
）
、
南
の
浮
橋
（南の郭のライン）に求めることが出来る。なお、夕陽亭
に
代
表
さ
れ
る
後
漢
代
の
大
城
外
の
門
亭
と
し
て
は
、
北
面
の
萬
壽
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
鞠
城
（
脱
沢
）
ママ
・
臨
平
亭
、
西
面
の
夕
陽
・
凡
陽
亭
、
南
面
の
津
門
・
宣
陽
亭
等
十
（別）
こ
の
門
亭
が
あ
り
、
大
城
の
各
城
門
に
付
属
す
る
施
設
で
あ
っ
た
。
上
述
の
境
域
（
以
下
郭
の
ラ
イ
ン
と
い
う
）
で
北
の
ラ
イ
ン
が
明
確
で
は
な
い
が
、
西
面
と
南
面
の
門
亭
が
郭
の
内
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
萬
壽
・
臨
平
亭
を
結
ん
だ
ラ
イ
ン
の
外
側
も
し
く
は
線
上
に
求
めることは可能である。
魏
晋
の
洛
陽
に
つ
い
て
は
、
後
漢
の
郭
の
ラ
イ
ン
か
ら
外
に
発
展
し
た
形
跡
は
な
く
、
張
方
も
長
分
橋
に
拠
点
を
置
い
て
い
る
点
を
勘
案
す
る
と
、
後
漢
の
郭
の
ラ
イ
ン
を
受
け
継
ぎ
、
そ
の
内
で
都
市
が
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
晋
が
建
康
に
建
て
ら
れ
た
後
、
早
い
時
期
に
郊
の
ラ
イ
ン
を
確
定
し
て
い
る
の
は
、
洛
陽
の
郭
の
ラ
イ
ン
（印）
の
存
在
を
反
映
し
た
ふ
じ
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
洛
陽
の
境
域
は
郭
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
境
域
ラ
イ
ン
と
い
う
意
味
に
お
い
て
建
康
の
郊
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
洛
陽
で
は
や
は
り
広
大
な
大
城
が
都
市
機
能
の
中
心
で
あ
り
、
ま
た
大
城
と
郭
と
の
間
の
空
間
に
関
す
る
記
事
が
非
常
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
空
間
が
建
康
の
ご
と
く
居
住
区
・
商
業
区
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
後
漢
・
魏
晋
の
郭
の
ラ
イ
ン
は
、
北
魏
洛
陽
の
洛
水
以
南
に
張
り
出
し
た
区
域
を
除
く
と
、
東
西
の
郭
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
北
魏
の
洛
陽
が
大
五
三
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城
ば
か
り
で
な
く
外
郭
に
お
い
て
も
旧
来
の
都
市
を
基
礎
と
し
て
形
成されたことを示している。
以
上
、
洛
陽
に
は
宮
城
・
大
城
・
郭
が
存
在
し
た
。
郭
は
堅
固
な
城
壁
を
施
し
た
も
の
で
は
な
く
都
市
の
境
域
を
示
す
空
間
上
の
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
洛
陽
の
郭
の
構
想
が
建
康
で
は
郊
と
な
っ
た
。
洛
陽
に
も
建
康
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
大
城
と
境
域
ラ
イ
ン
の
間
に
居
住
区
・
商
業
区
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
区
域
が
北
魏
洛
陽
で
は
坊
条
と
い
う
形
を
と
っ
て
整
然
と
整
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（
Ⅲ
）
防
衛
施
設
の
配
置
大
城
東
陽
門
内
の
北
側
に
は
将
軍
府
が
あ
り
、
晋
の
初
頭
で
は
こ
こ
に
左
右
前
後
の
四
軍
が
揃
っ
て
い
た
。
ま
た
そ
こ
に
は
五
衛
校
尉
府
も
置
か
れ
て
お
り
、
防
衛
に
関
す
る
官
署
は
大
城
の
東
側
に
集
中
（卵）
し
て
い
た
。
一
方
、
大
城
の
北
西
に
は
魏
の
明
帝
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
金
塘
城
が
あ
り
、
大
城
の
北
壁
に
と
っ
て
は
ま
さ
に
巨
大
な
惜
雌
（別）
（馬面）の様相を呈している（図一一）。また、金市の北側
に
は
洛
陽
塁
と
洛
陽
小
城
と
が
あ
り
、
金
塙
城
と
洛
陽
墨
、
お
よ
び
洛
陽
小
城
と
は
連
結
し
て
一
つ
の
施
設
（
金
嬬
城
）
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
（
本
稿
で
は
暫
定
的
に
図
こ
の
甲
・
乙
・
丙
（開）
を
一
組
に
し
て
金
塙
城
と
い
う
）
。
西
・
北
の
防
備
も
ま
た
十
分
で
あ
っ
た
。
大
城
内
の
南
側
に
は
官
衙
公
署
が
集
中
し
て
お
り
、
特
に
（卵）
（印）
西
南
に
は
陵
雲
（
ロ
（
五
胡
期
で
は
陵
雲
台
城
）
と
沐
室
が
あ
る
。
鄭
法
政
史
学
館
バ
ー
｜
ザ
三
台
の
銅
雀
・
沐
井
一
一
台
に
比
す
る
も
の
と
い
え
る
。
さ
ら
に
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
っ
て
護
城
河
（
外
濠
）
が
城
壁
を
還
流
し
て
い
る
（兇）
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
配
置
を
み
る
と
、
ま
さ
に
大
城
内
の
み
を
防
衛
す
る
空
間
を
形
成
し
て
お
り
、
大
城
外
に
展
開
す
る
居
住
区
へ
の
配
慮
は
全
く
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
大
城
の
四
面
に
は
後
漢
代
に
城
門
の
外
亭
が
存
在
し
て
い
た
が
、
魏
晋
で
は
そ
の
存
在
は
確
認
さ
れ
ず
、
そ
の
場
所
の
み
が
戦
略
上
の
拠
点
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
北
魏
に
至
っ
て
旧
来
の
都
市
境
域
を
も
と
に
外
郭
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
内
側
に
居
住
区
や
商
業
区
が
坊
条
に
基
づ
い
て
配
置
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
金
傭
城
は
完
全
に
外
郭
内
に
取
り
込
ま
れ
、
さ
ら
に
大
城
に
連
結
し
て
ま
さ
に
一
体
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
外
郭
内
に
取
り
込
ま
れ
る
防
衛
施
設
は
他
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
ま
た
一
方
で
外
郭
の
外
側
に
も
防
衛
施
設
が
形
成
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
出
来
な
い
。
境
域
ラ
イ
ン
に
設
け
ら
れ
た
郭
門
が
重
要
拠
点
と
し
て
認
識
さ
れ
る
に
止
ど
ま
る
。
さ
ら
に
外
側
に
は
、
黄
河
に
面
し
た
孟
津
や
河
南
・
滑
台
・
虎
牢
の
諸
城
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
都
市
近
郊
と
い
う
枠
組
に
入
れ
る
に
は
距
離
的
に
不
適
切
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
城
の
外
を
考
え
て
み
る
と
、
大
城
に
連
結
す
る
金
境
城
し
か
確
認
さ
れ
な
いのである。
以
上
、
魏
晋
の
洛
陽
で
は
大
城
中
心
の
防
衛
構
想
が
と
ら
れ
、
そ
五
川
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（
二
）
戦
乱
と
都
市
機
能
洛
陽
は
、
晋
の
八
王
の
乱
以
降
北
魏
孝
文
帝
の
遷
都
ま
で
間
（
二
九
一
～
四
九
三
）
、
絶
え
ず
戦
乱
の
中
に
あ
っ
て
常
に
攻
防
の
地
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
後
漢
以
来
三
○
○
年
に
わ
た
る
王
朝
の
首
都
と
し
ての重要性に起因するところである。では、戦乱の中で、
洛
陽
の
防
衛
構
想
は
如
何
に
機
能
し
、
防
衛
施
設
は
如
何
に
活
用
さ
れ
た
か
。
ま
た
都
市
は
如
何
に
機
能
し
て
い
た
か
。
本
節
で
は
、
終
始
戦
時
下
に
お
か
れ
た
洛
陽
の
状
況
に
鑑
み
、
洛
陽
の
攻
防
戦
、
金
塘
城
等
の
防
衛
施
設
、
防
衛
の
拠
点
に
関
す
る
史
料
を
時
間
軸
の
上
で
整
理
す
る
こ
と
で
右
の
問
題
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
史
料
と
し
て
は
『
晋
書
』
『
魏
書
』
『
北
斉
書
』
『
周
書
』
『
階
書
』
『
北
史
』
『
資
治
通
鑑
』
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
を
使
用
し
た
が
、
紙
幅
の
都
合
上
史
料
の
提
示
は
注
記
の
出
典
の
み
に
止
ど
め
る。
れ
は
ま
た
北
魏
洛
陽
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
確
か
に
居
住
区
・
商
業
区
は
大
城
の
外
に
成
立
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
都
市
の
一
部
と
し
て
と
ら
え
保
護
す
る
と
い
う
都
市
全
体
の
防
衛
構
想
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
で
は
、
実
際
に
戦
乱
を
経
験
す
る
洛
陽
は
、
都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
変
貌
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
次
節
で
考察してゆく。
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
塘
城
（
臨
沢
）
（１）八王の乱
八
王
の
乱
の
経
緯
に
つ
い
て
は
煩
雑
な
の
で
省
略
す
る
が
、
こ
の
乱
で
は
趙
王
倫
の
府
第
な
ど
の
市
中
の
拠
点
が
指
摘
出
来
る
に
留
ま
り
、
特
定
の
軍
事
施
設
が
攻
防
の
場
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
八
王
の
乱
は
物
事
の
判
断
力
を
欠
く
恵
帝
（
位
二
九
○
～
三
○
六
）
を
め
ぐ
る
皇
族
間
の
権
力
闘
争
で
あ
り
、
恵
帝
を
は
じ
め
皇
太
后
・
皇
太
子
等
が
金
塙
城
に
幽
閉
さ
れ
た
。
攻
防
戦
は
専
ら
禁
軍
の
働
き
が
中
心
と
な
り
、
大
城
内
で
戦
闘
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
大
城
内
で
の
攻
防
戦
を
よ
そ
に
皇
帝
・
皇
族
が
幽
閉
さ
れ
た
金
塘
城
は
、
そ
の
防
衛
能
力
の
突
出
性
も
あ
っ
て
か
、
逆
に
彼
ら
を
保
護
す
る
施
設
と
し
て
も
十
分
に
機
能
し
た
。
一
方
、
諸
王
の
率
い
る
十
万
規
模
の
兵
力
が
洛
陽
周
辺
に
展
開
し
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
大
城
内
の
荒
廃
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
大
城
外
の
居
住
区
も
相
当
に
荒
廃
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（２）永嘉の乱
甸奴の劉漢との攻防戦は、永嘉三年（’一一○九）と五年
（卵）
（一一一一一）の二回に渡る。初回の攻撃は西南からのもので
あ
っ
た
が
、
大
城
の
城
壁
際
で
撃
退
す
る
。
五
年
六
月
の
再
攻
撃
は
大
城
の
四
面
か
ら
展
開
さ
れ
る
。
大
城
内
の
混
乱
に
伴
い
懐
帝
（
位
一一一○六～三一一一一）は大城北の華林園より逃亡を企てて囚わ
れ
、
洛
陽
は
陥
落
す
る
。
初
回
の
攻
防
戦
に
よ
っ
て
大
城
の
堅
固
さ
五
五
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は
証
明
さ
れ
た
と
い
え
る
が
、
具
体
的
に
城
門
以
外
の
防
衛
施
設
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
た
か
は
明
確
に
し
が
た
い
。
（
３
）
劉
曜
と
石
勒
の
対
立
永
嘉
の
乱
後
も
洛
陽
の
軍
事
的
な
重
要
性
は
存
続
し
、
前
趙
劉
曜
（位一一一一八～’一三八）と後趙石勒（位一一一一九～一一一一一一一一一）が
（Ⅲ）
洛陽をはさんで直接対峠する（威和三年、一一一二八）。その攻
防
戦
の
拠
点
は
金
塘
城
で
あ
り
、
劉
曜
は
石
生
を
金
塘
城
に
囲
ん
で
城
西
に
一
○
万
の
兵
を
展
開
し
た
。
石
勒
は
宣
陽
門
よ
り
大
城
を
抜
け西北の上西門（閻闇門）を攻め、北西より石虎（位一一一三
四
～
三
四
九
）
が
進
攻
し
劉
曜
を
破
る
。
ま
さ
に
金
傭
城
の
防
戌
と
し
て
の
機
能
が
活
用
さ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
石
勒
が
大
城
内
を
縦
断
し
城
内
は
攻
防
戦
の
場
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
洛
陽
の
都
市
と
し
て
の
機
能
が
維
持
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
以
後
洛
陽
に
は
石
氏
一
族
が
留
ま
る
が
、
そ
れ
は
軍
事
拠
点
に
駐
留
し
て
い
る
わ
け
で
都
市
に
駐
留
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
は
次
の
桓
淵
で
も
同
様
で
あ
る
。
（４）恒温の進攻
再
魏
の
洛
陽
守
将
周
成
の
混
乱
を
機
に
恒
温
は
北
伐
し
、
洛
陽
を
奪回する（永和一二年、一一一五六）。しかし大城内には留ま
（川）
ら
ず
、
金
塘
城
を
修
復
し
て
こ
こ
に
留
ま
る
。
城
内
の
復
興
を
考
壱
凡
て
の
こ
と
か
、
或
は
防
衛
上
金
塙
城
が
適
し
て
い
た
か
は
判
然
と
し
法
政
史
学
第
五
十
一
号
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
洛
陽
と
い
う
都
市
の
荒
廃
が
極
め
て
進
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
金
塘
城
の
存
在
が
重
視
さ
れ
、
洛
陽
の
政
治
的
な
機
能
が
金
塘
城
で
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
注
目される。
（
５
）
東
晋
・
前
燕
・
前
秦
・
後
秦
の
攻
防
恒
温
の
撤
退
以
後
、
金
傭
城
に
鎮
す
る
沈
勁
を
前
燕
が
陥
れ
（
輿
（塊）
寧一二年、一一一六五）、前燕の金塘城に鎮する慕容筑を前奏が
（岡）
（Ｍ）
陥れ、前奏の鄙禿が金塘城に鎮する（大和四年、二一六九）。
ま
た
前
奏
の
崩
壊
に
よ
り
、
東
晋
の
朱
序
が
洛
陽
に
鎮
す
る
（
大
元
（価）
一五年、一二九○）。その後峰安元年（一一一九七）には後秦の
眺
興
が
金
塘
城
を
攻
撃
し
、
そ
の
際
河
南
太
守
夏
侯
宗
之
が
金
塘
城
を
固
守
す
る
。
し
か
し
そ
の
一
一
年
後
（
隆
安
三
年
、
三
九
九
）
に
は
（Ｍ）
洛
陽
は
後
秦
領
と
な
る
。
こ
の
後
北
伐
を
挙
行
し
た
劉
裕
が
金
嬬
城
を
攻
撃
し
、
洛
陽
を
再
（町）
び
奪
回
す
る
（
義
煕
一
二
年
、
四
一
六
）
。
以
後
洛
陽
の
守
備
は
金
塘
城
に
置
か
れ
る
。
そ
の
際
の
主
な
守
備
配
置
は
、
金
塘
城
（
王
康）、大城南（助平）、大城西（司馬道恭）、陵雲台（司馬順
（柵）
明）であった。しかし、景平元年（四二一一一）には北魏が洛
（的）
陽を陥れる。｜兀嘉七年（四一二○）には、到彦之が一時的に
（、）
金
塘
城
を
奪
回
す
る
が
、
同
年
中
に
再
び
北
魏
に
奪
還
さ
れ
、
以
後
北
魏
領
と
し
て
大
和
一
七
年
（
四
九
三
）
孝
文
帝
の
遷
都
を
迎
え
る
五
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こ
と
に
な
る
。
以
上
、
八
王
の
乱
以
降
洛
陽
は
常
に
大
規
模
な
戦
闘
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
都
市
が
生
活
の
場
と
し
て
成
立
し
う
る
機
能
を
ほ
ぼ
停
止
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
洛
陽
は
後
漢
以来西晋まで一一一○○年にわたって首都が置かれた地であ
り
、
戦
略
上
の
重
要
性
は
存
続
し
つ
づ
け
た
。
洛
陽
と
い
う
都
市
に
代
わ
っ
て
洛
陽
の
戦
略
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
代
行
し
た
の
が
金
繍
城
で
あ
っ
た
。
洛
陽
に
は
金
塘
城
以
外
に
も
陵
雲
台
な
ど
の
防
衛
施
設
が
存
在
し
た
が
、
実
際
に
は
金
傭
城
が
単
独
で
機
能
し
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
洛
陽
の
攻
防
戦
は
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
（
三
）
北
魏
の
洛
陽
建
設
と
崩
壊
北
魏
孝
文
帝
は
遷
都
の
際
、
ま
ず
金
塘
城
を
修
復
し
、
こ
こ
に
逗
（、）
留する。これは前節で一一一一口及した金塘城を以て洛陽の代替と
す
る
と
い
う
機
能
が
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
の
宮
城
と
し
て
も
即
時
に
使
用
す
る
こ
と
の
出
来
る
機
能
性
を
金
塘
城
は
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
北
魏
の
洛
陽
が
後
漢
・
魏
晋
の
大
城
の
外
側
に
さ
ら
に
都
市
を
拡
大
し
、
坊
条
制
を
採
用
し
て
そ
の
外
周
に
外
郭
を
設
け
た
こ
と
は
第
一
節
で
言
及
し
た
。
外
郭
の
設
置
に
伴
っ
て
金
塘
城
は
都
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
こ
と
と
な
り
、
宮
城
建
設
終
了
後
は
、
金
傭
宮
と
し
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
墹
城
（
塩
沢
）
（ね）
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
と
き
に
本
節
で
議
論
し
て
お
き
た
い
点
は
、
外
郭
を
め
ぐ
る
問
題
の
な
か
で
、
旧
大
城
外
に
展
開
す
る
市
街
化
区
域
が
建
設
時
に
ど
の
ようなプランを以て立案されていたかという点である。も
ち
ろ
ん
旧
都
平
城
（
現
山
西
省
大
同
市
）
の
坊
条
制
が
採
用
さ
れ
て
い
（ね）
る
が
、
大
匠
蒋
少
勝
が
南
朝
請
斉
に
派
遣
さ
れ
、
建
康
の
一
泉
師
・
宮
殿
の
槽
式
を
密
か
に
調
査
し
て
い
る
点
も
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
（刊）
ない。完全ではないにしても建康の都市プランＪｂ参考にさ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
点
は
、
遷
都
時
に
外
郭
が
設
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
八
年
後
の
景
明
二
年
（
五
○
一
）
に
（巧）
な
っ
て
か
ら
整
備
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
当
初
、
外
郭
の
一
フ
イ
ン
に
は
、
第
一
節
で
言
及
し
た
ご
と
く
後
漢
代
よ
り
都
市
の
境
域
を
示
す
ラ
イ
ン
が
存
在
し
た
。
こ
れ
を
活
用
し
、
遷
都
時
の
都
市
の
境
域
に
は
外
郭
を
も
た
な
い
建
康
の
郊
の
空
間
構
想
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
空
間
内
に
里
が
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
遷
都
以
後
八
年
と
い
う
時
間
差
の
中
で
想
定
さ
れ
る
。
大
城
の
外
で
積
極
的
に
市
街
地
が
営
ま
れ
る
と
、
当
然
建
康
の
ご
と
く
治
安
上
、
防
衛
上
の
問
題
が
発
生
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
里
に
坊
が
形
成
さ
れ
都
市
の
境
域
に
外
郭
が
整
備
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
点
で
山
水
に
富
ん
だ
自
然
地
形
を
利
用
す
る
建
康
の
都
市
の
プ
ラ
ン
と
は
異
な
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
そ
の
際
の
外
郭
の
工
事
は
数
カ
月
の
工
事
で
あ
り
、
ま
た
発
五
七
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掘
調
査
で
も
明
確
に
し
が
た
い
ほ
ど
保
存
状
態
も
悪
い
（
図
二
）
こ
（柘）
と
か
ら
、
堅
固
な
外
郭
が
設
け
ら
れ
た
と
は
考
壹
え
に
く
い
。
惜
垣
も
し
く
は
若
干
こ
れ
を
強
化
し
た
士
惜
を
廻
ら
し
た
だ
け
の
簡
素
な
造
り
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
外
郭
が
建
設
当
初
の
プ
ラ
ン
に
は
な
い
こ
と
の
証
左
と
も
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
都
市
境
域
と
し
て
の
外
郭
の
近
傍
に
は
建
康
の
ご
と
く
常
設
の
防
衛
施
設
は
存
在
し
て
い
な
い
。
郭
門
な
ど
の
拠
点
は
存
在
す
る
が
堅
固
な
施
設
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
ゾ
ー
ン
を
形
成
し
た
よ
う
な
形
跡
も
な
い
。
建
康
の
都
市
境
域
を
取
り
剛
む
防
衛
構
想
は
洛
陽
の
都
市
プ
ラ
ン
の
上
で
は
参
考
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
北
魏
の
洛
陽
に
お
い
て
都
市
境
域
で
あ
る
外
郭
を
基
本
に
し
た
防
衛
プ
ラ
ン
の
成
立
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
北
魏
の
洛
陽
は
、
爾
朱
氏
登
場
後
の
混
乱
の
中
で
東
魏
・
西
魏
へ
の
分
裂
を
機
に
、
そ
の
首
都
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
、
再
び
荒
廃
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
荒
廃
の
状
況
は
、
楊
街
之
が
『
洛
陽
伽
藍
記
』
を
執
筆
す
る
動
機
と
し
て
そ
の
序
文
に
記
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
か
に
荒
廃
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
も
洛
陽
の
軍
事
的
・
政
治
的
な
重
要
性
は
維
持
さ
れ
た
。
そ
し
て
五
胡
十
六
国
期
と
同
様
、
荒
廃
し
た
都
市
洛
陽
に
代
わ
り
、
再
び
金
塘
城
が
洛
陽
攻
防
戦
の
舞
台
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、
大
統
三
年
（
五
三
七
）
年
に
は
独
孤
信
が
拠
っ
た
金
禰
城
を
め
ぐ
っ
て
、
東
魏
と
西
魏
の
攻
防
戦
が
展
法
政
史
学
第
肛
’
’
５
五
八
（刀）
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
階
末
の
李
密
の
剛
〈
亡
の
舞
台
と
な
っ
た
の
も
金
（巧）
塙城である。第一一節で一一一一口及Ｉ）た金塘城の機能が、北魏崩壊
後
そ
の
ま
ま
復
活
し
て
い
る
。
金
塘
城
以
外
に
特
別
な
防
衛
施
設
が
洛
陽
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
首
都
機
能
を
喪
失
し
た
洛
陽
に
と
っ
て
、
洛
陽
を
代
表
す
る
の
は
再
び
金
塘
城
で
あ
っ
た
。
金
傭
城
に
は
暘
帝
（
位
六
○
四
～
六
一
八
）
に
廃
さ
れ
る
（門）
ま
で
洛
州
総
管
が
置
か
れ
て
い
た
。
小
結以上
、
魏
晋
の
洛
陽
は
、
後
漢
に
成
立
し
て
い
た
大
城
外
の
居
住
区
域
を
踏
襲
し
て
、
大
城
の
外
に
居
住
区
域
を
形
成
し
て
い
た
。
し
か
し
八
王
の
乱
以
降
戦
禍
を
被
る
こ
と
が
多
く
、
首
都
機
能
ば
か
り
で
な
く
都
市
機
能
の
停
止
が
長
期
間
続
い
た
。
そ
の
一
方
で
後
漢
以
来
三
○
○
年
の
首
都
と
し
て
、
軍
事
拠
点
と
し
て
の
重
要
性
は
持
ち
つ
づ
け
た
。
こ
こ
に
首
都
機
能
・
都
市
機
能
を
喪
失
し
た
都
市
洛
陽
に
代
わ
り
、
金
塘
城
が
そ
の
突
出
し
た
防
衛
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
となった。大城の堅固な防衛力と城内の強化、そして金傭
城
の
突
出
し
た
防
衛
機
能
に
よ
っ
て
、
洛
陽
で
は
建
康
の
ご
と
く
多
く
の
防
衛
施
設
（
城
塁
）
の
成
立
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
北
魏
の
洛
陽
は
南
北
朝
の
戦
時
下
に
お
い
て
計
画
的
に
作
ら
れ
た
都
市
で
あ
る
。
そ
の
都
市
プ
ラ
ン
は
旧
大
城
外
に
外
郭
を
も
つ
と
い
Hosei University Repository
魏
晋
南
北
朝
期
を
代
表
す
る
二
つ
の
首
都
機
能
を
有
す
る
都
市
に
つ
い
て
、
時
間
軸
を
追
い
な
が
ら
都
市
空
間
と
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
防
衛
構
想
に
関
す
る
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
以
下
、
両
都
市
を
比
較
検
討
し
た
上
に
見
出
さ
れ
る
点
を
列
挙
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。
｜
、
建
康
は
大
城
の
外
に
展
開
す
る
市
街
地
を
囲
む
外
郭
を
も
た
ず
、
都
市
の
境
域
を
区
切
る
も
の
と
し
て
離
門
を
結
ん
だ
ラ
イ
ン
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
都
市
境
域
全
体
の
防
衛
に
は
、
自
然
地
形
の
活
用
と
拠
点
と
な
る
防
衛
施
設
を
結
ぶ
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
た
。
ゾ
ー
ン
の
形
成
は
度
重
な
る
攻
防
戦
の
経
験
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
ラ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
た
背
う
特
異
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
外
郭
の
ラ
イ
ン
は
後
漢
・
魏
晋
の
都
市
の
境
域
を
ベ
ー
ス
と
し
て
成
立
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
従
来
の
都
市
境
域
の
近
傍
に
は
常
設
の
軍
事
施
設
が
設
け
ら
れ
て
は
お
ら
ず
、
金
墹
城
の
存
在
を
も
含
め
て
大
城
の
要
塞
化
の
み
が
図
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
北
魏
は
そ
の
ま
ま
活
用
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
都
市
の
境
域
も
防
衛
構
想
も
従
来
の
も
の
を
踏
襲
す
る
形
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
北
魏
崩
壊
後
、
五
胡
十
六
国
期
と
同
様
に
金
端
城
の
み
が
残
存
し
、
洛
陽
の
拠
点
と
し
て
の
意
味
を
再
び
代
行
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
結
論
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
塘
城
（
臨
沢
）
景
に
は
、
将
軍
府
と
い
う
地
方
政
府
の
都
市
か
ら
王
朝
の
首
都
へ
と
い
う
政
治
的
な
発
展
、
貴
族
制
と
い
う
社
会
構
造
を
と
る
こ
と
に
よ
る
政
府
の
弱
体
化
、
そ
の
一
方
で
展
開
さ
れ
る
経
済
・
文
化
活
動
の
発
展
と
居
住
区
・
商
業
区
の
拡
大
と
い
う
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
都
市
形
成
過
程
の
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
建
康
で
は
宮
城
の
み
が
堅
固
に
な
り
、
市
街
地
は
境
域
と
防
衛
ゾ
ー
ン
に
囲
ま
れ
た
都
市
空
間
の
中
で
拡
大
・
発
展
し
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ゾ
ー
ン
に
よ
る
都
市
防
衛
は
、
単
に
防
衛
上
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
戦
禍
を
被
っ
た
都
市
の
回
復
性
の
促
進
と
平
時
の
経
済
活
動
の
発
展
に
非
常
に
有
効
な
も
の
で
あ
っ
た
。
二
、
石
頭
城
は
自
然
地
形
を
利
用
し
た
要
塞
と
い
う
防
衛
機
能
の
卓
越
性
に
加
え
、
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
ラ
イ
ン
を
機
能
さ
せ
る
最
も
重
要
な
拠
点
と
な
っ
た
。
石
頭
城
を
西
の
拠
点
と
し
て
東
府
城
Ｉ
白
石
塁
ｌ
新
亭
塁
を
結
ぶ
外
側
の
ゾ
ー
ン
と
、
秦
准
岸
ｌ
東
府
城
ｌ
北
離
門
を
結
ぶ
内
側
の
ゾ
ー
ン
と
が
、
戦
禍
の
経
験
を
も
と
に
成
立
し
ていった。
三
、
石
頭
城
と
同
様
に
大
城
防
衛
の
機
能
を
目
的
と
し
た
施
設
が
洛
陽
に
も
設
け
ら
れ
た
。
金
墹
城
で
あ
る
。
洛
陽
は
建
康
と
同
様
度
重
な
る
戦
禍
を
経
験
す
る
が
、
そ
れ
が
建
康
と
異
な
る
点
は
、
首
都
機
能
（
都
市
機
能
ま
で
も
）
を
喪
失
す
る
ほ
ど
都
市
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
漢
以
来
三
○
○
年
に
わ
五九
Hosei University Repository
た
っ
て
首
都
が
置
か
れ
た
と
い
う
政
治
的
・
軍
事
的
な
重
要
性
は
変
わ
ら
ず
、
荒
廃
し
た
都
市
に
代
わ
っ
て
金
嬬
城
が
洛
陽
の
軍
事
的
・
政
治
的
な
機
能
を
代
行
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
北
魏
の
洛
陽
に
お
い
て
金
塙
城
は
都
市
の
中
心
部
に
包
含
さ
れ
、
金
塘
宮
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
都
市
の
崩
壊
後
再
び
同
前
の
機
能
が
復
活
し
て
い
る
。
四
、
都
市
空
間
の
発
展
性
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
都
市
運
営
上
の
経
験
の
産
物
と
し
て
ゾ
ー
ン
に
よ
る
防
衛
構
想
を
確
立
さ
せ
た
建
康
は
、
都
市
と
し
て
は
卓
越
し
た
存
在
で
あ
っ
た
。
あ
る
意
味
で
は
自
由
な
都
市
の
発
展
を
期
待
す
る
現
代
都
市
に
も
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
代
の
陪
唐
の
長
安
・
洛
陽
に
は
、
北
魏
洛
陽
・
北
斉
鄭
城
の
都
市
プ
ラ
ン
が
引
き
継
が
れ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
ゾ
ー
ン
は
連
携
し
て
機
能
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
端
が
崩
れ
る
と
非
常
に
も
ろ
い
こ
と
、
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ゾ
ー
ン
の
確
立
に
は
長
期
継
続
的
な
都
市
運
営
の経験が必要なことである。
五
、
政
治
環
境
・
自
然
環
境
の
大
き
く
異
な
る
建
康
と
洛
陽
と
い
う
都
市
に
あ
っ
て
、
石
頭
城
は
都
市
空
間
の
総
合
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
と
し
て
機
能
し
、
金
塘
城
は
単
独
の
防
衛
施
設
お
よ
び
都
市
代
用
の
機
関
と
し
て
機
能
し
た
。
そ
の
相
異
は
、
政
治
・
自
然
環
境
ば
か
り
で
な
く
、
都
市
空
間
の
形
成
過
程
の
問
題
と
継
続
的
な
都
市
機
能
の
有
無
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
両
都
市
が
崩
法
政
史
学
輔
几
’
一
〃
壊
し
た
後
、
石
頭
城
・
金
境
城
と
も
に
一
地
方
の
州
廠
が
置
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
施
設
が
本
来
有
し
て
い
た
防
衛
機
能
の
卓
越
性
と
都
市
空
間
に
お
け
る
存
在
の
重
要
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
六
、
都
市
を
人
間
の
営
み
の
空
間
と
し
て
と
ら
え
た
と
き
、
魏
晋
南
北
朝
期
の
都
城
は
、
都
市
が
大
城
内
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
大
城
の
外
に
も
展
開
し
て
い
た
。
そ
の
都
市
を
内
外
の
空
間
に
分
け
る
ラ
イ
ン
（
境
域
）
と
し
て
、
洛
陽
で
は
郭
（
北
魏
で
は
外
郭
）
が
、
建
康
で
は
郊
が
存
在
し
た
。
洛
陽
・
建
康
と
も
に
都
市
は
境域の内側にあって大城の内外に展開していた。しかし都
市
空
間
の
防
衛
構
想
に
お
い
て
、
大
城
か
都
市
か
と
い
う
点
で
両
都
市
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
。
以
上
、
南
北
朝
と
い
う
時
代
を
中
心
に
、
都
市
の
生
態
の
一
面
を
見
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
本
稿
で
取
り
上
げ
た
洛
陽
と
建
康
は
首
都
ク
ラ
ス
の
都
市
で
あ
っ
て
、
同
時
代
に
は
鄭
都
・
武
昌
な
ど
を
は
じ
め、江陵・京ロ・広陵・襄陽・許昌・成都などの地方中心
都市が存在する。史料的な制約という問題はあるが、社会
構
造
を
も
踏
ま
え
つ
つ
今
後
逐
次
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ
の
中
で
は
都
市
の
境
域
と
墓
葬
区
と
の
問
題
も
取
り
上
げ
て
い
き
た
い。また、東アジア諸国家の同時代的な都市、例えば高句
麗
の
平
壌
、
百
済
の
公
州
・
扶
余
、
太
宰
府
な
ど
も
石
頭
城
・
金
傭
城
と
形
態
的
に
類
似
す
る
施
設
を
も
つ
こ
と
か
ら
視
点
に
入
れ
て
い
六
○
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き
た
い
。
紙
幅
の
都
合
上
各
城
塁
の
様
相
等
割
愛
し
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ま
た
十
分
な
議
論
が
尽
せ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
諸
賢
の
ご
叱
正
と
ご
賢
慮
を
切
に
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
は
中
国
都
市
研
究
会
二
九
九
八
年
六
月
）
発
表
の
内
容
を
原
稿
化
し
た
も
のである。
注（
１
）
石
頭
城
…
『
呉
志
』
巻
二
、
金
墹
城
…
『
水
経
注
』
巻
一
六
穀
水
。
（２）石頭城：．『暗書」巻一一一一地理志下丹陽郡、金嫡城…『晴
書
』
巻
三
○
地
理
志
中
河
南
郡
。
（
３
）
洛
陽
：
．
『
後
漢
書
』
巻
一
九
郡
国
志
引
「
帝
王
世
紀
」
〃
城
東
西
六
里
十
一
歩
、
南
北
九
里
一
百
歩
“
・
同
引
「
元
康
地
道
記
」
〃
城
内
南北九里七十歩、東西六里十歩、爲地一一一百項一十二畝有三十
六
歩
“
、
建
康
…
『
建
康
実
録
』
巻
二
“
建
業
都
城
周
二
十
里
一
十
九
歩“。
（
４
）
『
六
朝
事
跡
編
類
』
総
叙
門
第
一
六
朝
宮
殿
で
は
台
城
・
東
府
・
西
川
・
倉
城
に
触
れ
た
後
、
〃
宮
室
記
云
、
皆
不
出
都
城
之
内
“
と
台
城
の
外
の
区
域
も
都
城
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
都
城
に
つ
い
て
は
砺
波
護
「
中
国
都
城
の
思
想
」
（
『
日
本
の
古
代
』
九
都
城
の
生
態
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
）
、
宮
崎
市
定
「
中
国
城
郭
の
起
源
異
説
」
（
『
宮
崎
市
定
全
集
』
三
古
代
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
５
）
『
太
平
御
覧
』
巻
一
九
七
居
処
部
二
七
引
く
「
南
朝
宮
苑
記
」
。
（
６
）
『
景
定
建
康
志
』
巻
二
○
城
闘
志
巻
一
古
城
郭
。
廸
康
石
頭
城
と
渚
賜
金
塘
城
（
端
沢
）
（
７
）
「
建
康
実
録
』
巻
二
。
（
８
）
蒋
賛
初
等
「
六
朝
武
昌
城
初
探
」
（
「
中
国
考
古
学
会
第
五
次
年
会
論文集』、文物出版社、一九八五）。
（
９
）
「
河
北
臨
滝
鄭
北
城
遺
吐
勘
探
発
掘
簡
報
」
（
『
考
古
』
’
九
九
○
年
七
期
）
。
劉
心
長
・
馬
忠
理
編
『
鄭
城
警
北
朝
史
研
究
』
（
河
北
人
民
出版社、’九九一）。
（
、
）
『
建
康
実
録
』
巻
五
、
巻
七
・
（
Ⅱ
）
『
晋
書
』
巻
七
成
帝
紀
、
巻
六
五
王
導
伝
、
『
建
康
実
録
』
巻
七。
（
、
）
陳
明
光
『
六
朝
財
政
史
』
（
中
国
財
政
経
済
出
版
社
、
一
九
九
七）一三一～一四一一頁。
（
旧
）
『
南
齊
書
』
巻
二
、
『
梁
書
』
巻
二
・
（
ｕ
）
建
康
の
様
相
に
つ
い
て
は
以
下
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
岡
崎
文
夫
「
六
代
帝
邑
孜
略
」
（
『
南
北
朝
に
於
け
る
社
会
経
済
制
度』、弘文堂、一九三五）。
朱潔『金陵古蹟図考」（上海商務院書館、’九五○）。
宮
川
尚
志
『
六
朝
史
研
究
ｌ
政
治
社
会
篇
ｌ
』
（
平
楽
寺
書
店
、
一
九五六）。
同
済
大
学
城
市
規
劃
教
研
室
編
『
中
国
城
市
建
設
史
』
（
中
国
建
築
工作出版社、一九八二）。
秋
山
日
出
雄
「
南
朝
都
城
「
建
康
」
の
復
元
序
説
」
ｓ
橿
原
考
古
学
研究所論集』七、’九八四）。
郭
黎
安
「
試
論
六
朝
時
代
的
建
業
」
（
『
中
国
古
都
研
究
』
｜
、
漸
江
人
民
出
版
社
、
’
九
八
五
）
。
一ハー
Hosei University Repository
大
室
幹
雄
『
園
林
都
市
ｌ
中
世
中
国
の
世
界
像
ｌ
』
（
三
省
堂
、
’
九八五）。
羅
宗
真
一
対
南
京
六
朝
都
城
的
一
些
看
法
」
（
『
中
国
古
都
研
究
』
二
、
断
江
人
民
出
版
社
、
’
九
八
六
）
。
中
村
圭
爾
「
建
康
の
「
都
城
」
に
つ
い
て
」
（
『
中
国
都
市
の
歴
史
的
研
究
』
、
唐
代
史
研
究
会
、
一
九
八
八
）
。
楊
寛
『
中
国
古
代
都
城
制
度
史
研
究
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
’
九
九三）。
劉
淑
芽
『
六
朝
的
城
市
興
社
会
』
（
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
九
三
）
。
李
佶
薄
『
中
国
歴
代
都
城
』
（
黒
龍
江
人
民
出
版
社
、
’
九
九
四
）
。
朱
紹
侯
主
編
『
中
国
古
代
治
安
制
度
史
』
（
河
南
大
学
出
版
、
一
九
九四）。『金
陵
十
朝
帝
王
州
・
南
京
巻
』
（
《
中
国
皇
城
・
皇
宮
・
皇
陵
》
系
列叢書、’九九四）。
な
お
、
第
二
節
の
内
容
は
そ
の
性
格
上
上
褐
諸
氏
の
研
究
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
。
ご
了
承
頂
き
た
い
。
（
旧
）
『
晋
書
』
巻
一
五
地
理
志
下
揚
州
、
『
晋
書
地
理
志
新
補
正
』
巻
五場州。
（
旧
）
劉
淑
芽
前
掲
注
（
ｕ
）
’
四
七
～
一
四
八
頁
。
（
Ⅳ
）
劉
淑
芽
前
掲
注
（
ｕ
）
一
二
七
頁
。
（
旧
）
『
景
定
建
康
志
』
巻
一
六
彊
域
志
二
鎮
市
。
（
旧
）
羅
宗
真
『
六
朝
考
古
』
（
南
京
大
学
出
版
社
、
’
九
九
六
）
’
六
～
’
八
頁
、
『
金
陵
十
朝
帝
王
州
・
南
京
巻
』
前
掲
注
（
ｕ
）
二
八
～
三
一
一
一
頁
、
李
佶
薄
前
掲
注
（
ｕ
）
八
六
頁
、
張
承
宗
等
主
編
『
六
朝
法
政
史
学
流
五
’
一
号
史』（江蘇古籍出版社、’九九一）九三頁。
（
別
）
前
掲
（
ｕ
）
参
照
。
石
頭
戌
事
は
王
族
・
重
臣
の
領
職
が
多
く
、
石
頭
城
の
重
要
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
（
表
二
）
。
（
Ⅲ
）
収
集
し
た
記
事
は
四
五
○
例
を
越
え
る
が
、
表
一
の
内
容
以
外
で
は
前
掲
注
（
別
）
（
表
二
）
お
よ
び
濤
水
の
記
事
が
主
で
あ
る
。
な
お
、
表
一
に
掲
載
し
た
攻
防
戦
の
多
く
は
戒
厳
が
布
か
れ
て
い
る
。
戒
厳
の
施
行
と
都
市
防
衛
と
は
、
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
拙
稿
「
北
魏
延
興
年
間
の
軍
事
的
動
向
ｌ
北
魏
戒
厳
事
例
と
延
興六年六月の中外戒厳に触れてｌ」（『軍事史学』’’’四巻四
号、一九九九三月）。
（
皿
）
李
佶
薄
前
掲
注
（
ｕ
）
八
六
頁
。
（
別
）
『
景
定
建
康
志
』
巻
二
○
城
闘
志
巻
一
古
城
郭
。
（
別
）
李
佶
薄
前
掲
注
（
ｕ
）
八
六
頁
。
（
妬
）
劉
淑
芽
前
掲
注
（
ｕ
）
四
七
～
四
九
頁
。
（
邪
）
『
晋
書
』
巻
七
三
庚
嘉
伝
。
（
〃
）
『
宋
書
』
巻
二
武
帝
紀
、
『
南
史
』
巻
一
宋
本
紀
上
、
『
景
定
建
康
志』巻二○城閉志巻一古城郭。
（
肥
）
『
宋
書
』
巻
六
一
附
陵
王
紹
伝
、
巻
九
五
索
虜
伝
、
巻
九
九
元
凶
助伝。
（別）『宋書』巻七前廃帝紀。
（
釦
）
石
頭
、
東
府
、
新
亭
、
白
下
を
一
組
と
す
る
認
識
に
つ
い
て
は
岡
崎
前
掲
注
（
ｕ
）
’
○
九
頁
、
宮
川
前
掲
注
（
Ｍ
）
五
○
八
～
五
○
九
頁
、
秋
山
前
掲
注
（
ｕ
）
二
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
別
）
『
宋
書
』
巻
九
四
院
佃
夫
伝
。
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表二石頭関連職任官表（皿）「晴書』巻三一地理志下丹陽郡、「鎮江市東晋晋陵羅城
的調査和試掘」（『考古』一九八六年五期）、「晋陵羅城初探」
（「考古』’九八六年五期）。
（
別
）
漢
魏
洛
陽
城
の
プ
ラ
ン
調
査
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。
「漢魏洛陽城初歩勘査」（『考古』’九七三年四期、監訳・
史料紹介「法政史論』二六号、一九九九一一一月）。
「北魏洛陽外郭城和水道的勘査」（『考古』一九九三年七期）。
建康石頭城と洛陽金塘城（臨沢）
鑿「漢魏洛陽故城城垣試掘」（『考古学報』一九九八年三期）。
（狐）洛陽に関する主な研究を以下に挙げる（建康にも触れる
研究を含む）。
服部克彦「北魏の首都洛陽城の構造」（『龍谷史檀三八、’
九五三）。
村田治郎『中国の帝都』（綜芸舎、’九八一）。
王仲殊「中国古代都城概説」Ｓ考古』一九八二年五期）。 ：
ご注＞晋一否疸＿
一ハ一一一
孟懐玉から鋼■への交代事例より戌石頂一石頭戌卒と理解する（今後貝枚肘）．
なお、・技石頭一・戌石餌･のみの妃彼は官名とIユ解し虹いことから、上円事例より除
（）は要検肘事項．
Hosei University Repository
劉
敦
偵
主
編
『
中
国
古
代
建
築
史
』
（
中
国
建
築
工
業
出
版
社
、
’
九八四）。
大
室
幹
雄
『
桃
源
の
夢
想
ｌ
古
代
中
国
の
反
劇
場
都
市
ｌ
』
（
三
省
堂、’九八四）。
段
鵬
掎
「
漢
魏
洛
陽
城
的
幾
個
問
題
」
白
中
国
考
古
学
研
究
夏
繭
先
生
考
古
五
十
年
記
念
論
文
集
』
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
六
）
。
郭
黎
安
「
魏
晋
南
北
朝
都
城
形
制
試
探
」
（
『
中
国
古
都
研
究
』
二
、
斯
江
人
民
出
版
社
、
’
九
八
六
）
。
董
鑿
泓
等
編
『
中
国
城
市
建
設
発
展
史
』
（
明
文
書
局
、
’
九
八
九
）
。
朴
漢
済
、
尹
素
英
訳
「
北
魏
洛
陽
社
会
と
胡
漢
体
制
ｌ
都
城
区
画
と
住
民
分
布
を
中
心
に
ｌ
」
（
『
お
茶
の
水
史
学
』
三
四
、
’
九
九
一
）
。
大
室
幹
雄
『
干
潟
幻
想
ｌ
中
国
中
世
の
反
園
林
都
市
ｌ
』
（
三
省
堂、’九九二）。
『
河
洛
定
鼎
地
・
洛
陽
巻
』
（
《
中
国
皇
城
・
皇
宮
・
皇
陵
》
系
列
叢
書、一九九四）。
杜
玉
生
、
今
津
啓
子
訳
「
北
魏
洛
陽
城
の
形
態
の
調
査
と
復
元
」
（『古文化談叢』’’’四、九州古文化研究会、’九九五）。
徐
金
星
「
関
於
漢
魏
洛
陽
故
城
的
幾
個
問
題
」
Ｓ
華
夏
考
古
』
一
九
九七年三期）。
宮
川
尚
志
、
同
済
大
学
城
市
規
劃
教
研
室
編
、
楊
寛
、
劉
淑
芽
、
李
佶
神
以
上
前
掲
注
（
ｕ
）
。
（
弱
）
前
掲
注
（
３
）
。
（弱）楊寛前掲注（ｕ）。
（
師
）
『
後
漢
書
』
巻
七
二
董
卓
伝
。
法
政
史
学
錆
尺
十
一
号
（胡）『水経注』巻一六穀水、『太平壹宇記』巻一一一河南道一一一洛
陽縣。
（
胡
）
『
晋
書
』
巻
一
四
地
理
志
上
司
州
、
『
晋
書
地
理
志
新
補
正
』
巻
二
司
州
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
・
二
（
伽
藍
記
で
は
晋
朝
を
中
朝
と
記す）。
（
Ⅲ
）
『
魏
書
』
巻
八
世
宗
記
（
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
五
で
は
二
二
○
里
とする）。
（ｕ）前掲注（別）。
（
岨
）
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
四
・
（
岨
）
『
後
漢
書
』
巻
四
四
楊
震
伝
（
几
陽
亭
と
す
る
）
。
楊
寛
氏
は
郭
門
の
性
質
を
も
つ
と
す
る
（
楊
寛
前
掲
注
ｕ
一
四
八
頁
）
。
（ｕ）『太平震宇記』巻三河南道一一一洛陽縣。
（
妬
）
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
四
、
『
晋
書
』
巻
一
○
二
劉
聡
戴
記
。
（
㈹
）
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
四
。
（
Ⅳ
）
楊
寛
前
掲
注
（
ｕ
）
一
二
八
頁
及
び
一
三
五
頁
。
（岨）『後漢書』巻五六林量伝。
（
側
）
楊
寛
前
掲
注
（
ｕ
）
’
五
三
～
’
五
四
頁
。
（別）「東漢洛陽城南郊的刑徒墓地」（『考古』一九七二年四期）。
（
別
）
『
永
楽
大
典
本
河
南
志
』
後
漢
城
閥
古
蹟
・
本
文
掲
載
の
門
亭
の
ほ
か
、
裏
門
亭
・
宣
徳
亭
・
長
壽
亭
を
合
わ
せ
九
亭
ま
で
が
記
載
さ
れ
ている。
（皿）秋山前掲注（ｕ）一一三頁。
（
冊
）
『
永
楽
大
典
本
河
南
志
』
晋
城
閉
古
蹟
。
（
別
）
「
漢
魏
洛
陽
城
初
歩
勘
査
」
前
掲
注
（
別
）
。 六
四
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（
弱
）
『
洛
陽
伽
藍
記
』
巻
一
、
『
水
経
注
』
巻
一
六
穀
水
、
『
宋
書
』
巻
九
五
索
虜
伝
。
金
繍
城
に
つ
い
て
は
北
よ
り
甲
・
乙
・
丙
城
と
記
さ
れ
る
。
『
水
経
注
』
の
記
載
に
従
え
ば
、
甲
城
は
洛
陽
小
城
、
乙
城
は
洛
陽
塁
、
丙
城
は
金
鞠
城
と
な
る
が
、
甲
城
・
丙
城
の
ど
ち
ら
を
金
塘
城
と
す
る
か
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
三
城
が
漏
結
し
た
後
は
全
体
を
金
墹
城
と
称
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
（
冊
）
陵
雲
台
は
軍
事
施
設
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
（
『
晋
書
』
巻
二
文
帝紀）。
（印）『大平豊宇記』巻一一一河南道三洛陽縣。
（
肥
）
「
漢
魏
洛
陽
城
初
歩
勘
査
」
前
掲
注
（
別
）
。
（
別
）
『
晋
書
』
巻
五
懐
帝
紀
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
二
前
趙
録
二
劉
淵
、
巻
三
前
趙
録
三
劉
聡
。
（
別
）
『
晋
書
』
巻
七
七
察
謨
伝
、
巻
一
○
三
劉
曜
戴
記
、
巻
一
○
五
石
勒
戴
記
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
八
前
趙
録
八
劉
曜
、
巻
一
四
後
趙
録
四
石
勒
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
九
四
晋
紀
一
六
。
（団）『晋書』巻九八恒温伝、『賢治通鑑』巻一○○晋紀一一二。
（
田
）
『
晋
書
』
巻
一
一
一
幕
容
曄
戴
記
、
『
宋
書
』
巻
六
三
沈
演
之
伝
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
二
八
前
燕
録
六
慕
容
峰
。
（
田
）
『
晋
書
』
巻
一
一
一
幕
容
峰
戴
記
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
二
八
前
燕
録
六
慕
容
峰
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
一
○
二
晋
紀
二
四
。
（Ｍ）『晋書』巻一一一一一符堅戴記、「十六国春秋輯補』巻一一一三
前
奏
録
三
符
堅
。
（
開
）
『
晋
書
』
巻
八
一
朱
序
伝
。
（
冊
）
『
晋
書
』
巻
一
一
七
眺
興
一
建
康
石
頭
城
と
洛
陽
金
塘
城
（
臨
沢
）
一七眺興戴記、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
五
一
後
秦
録
三
眺
興
。
（
町
）
『
宋
書
』
巻
二
武
帝
紀
、
「
晋
書
』
巻
一
一
九
眺
泓
戴
記
、
『
十
六
国
春
秋
輯
補
』
巻
五
五
後
秦
録
七
桃
泓
、
『
建
康
実
録
』
巻
二
。
（
冊
）
『
宋
書
』
巻
四
五
王
鎮
悪
伝
。
（
的
）
『
宋
書
』
巻
四
少
帝
紀
。
（
Ⅷ
）
『
宋
書
』
巻
五
文
帝
紀
、
『
南
史
』
巻
二
五
到
彦
之
伝
、
『
資
治
通
鑑』巻一一一一宋紀三。
（
、
）
『
魏
書
』
巻
七
下
高
祖
紀
。
（
犯
）
金
塘
宮
へ
の
性
格
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
段
鵬
掎
前
掲
注
（
別
）
二四八～二五○頁を参照されたい。
（
門
）
『
魏
書
』
巻
二
大
祖
紀
、
巻
二
○
食
貨
志
。
途
耀
東
『
從
平
城
到
洛
陽
ｌ
拓
祓
魏
文
化
転
変
的
歴
程
ｌ
』
（
聯
経
出
版
事
業
公
司
、
’
九
七
九
）
一
三
六
～
一
五
八
頁
、
張
増
光
「
平
城
営
造
始
末
」
（
『
中
国
古
都
研
究
」
十
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
七
）
。
（
刊
）
『
南
齊
書
』
巻
五
七
魏
虜
伝
。
（
市
）
「
魏
書
」
巻
八
世
宗
紀
。
（
刊
）
「
北
魏
洛
陽
外
郭
城
和
水
道
的
勘
査
」
前
掲
注
（
別
）
。
（
両
）
『
周
書
』
巻
一
六
独
孤
信
伝
、
『
北
斉
書
』
巻
二
神
武
紀
。
な
お
、
北
周
の
討
斉
時
、
金
塘
城
に
は
独
孤
永
業
が
鎮
し
て
い
る
。
『
階
書
』
巻
五
二
韓
檎
虎
伝
。
（
門
）
『
旧
唐
書
』
巻
五
三
李
密
伝
、
『
新
唐
書
』
巻
八
四
李
密
伝
。
（羽）前掲注（２）。
六
五
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